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は

じ

め

に

平
成
二
十
一
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
小
学
校
第
六
学
年
及
び

中
学
校
第
三
学
年
の
原
則
と
し
て
全
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
四
月
二
十
一
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
目
的
は
、
①
国
が
、
全
国
的
な
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準

の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、
各
地
域
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況

を
き
め
細
か
く
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果

と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
、
②
各
教
育
委
員
会
、
学
校
等
が
、

全
国
的
な
状
況
と
の
関
係
に
お
い
て
自
ら
の
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課

題
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、

教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
、
③
各
学
校

が
、
各
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導

や
学
習
状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
で
す
。

調
査
の
内
容
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
と
算
数
・
数
学
）
と
生
活
環

境
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
（
児
童
生
徒
対
象
と
学
校
対
象
）
が

あ
り
、
教
科
に
関
す
る
調
査
は
、
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
と
、
主

と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
の
二
種
類
か
ら
な
り
ま
す
。

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
は
、
①
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後

の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
内
容
や
、
②
実
生
活
に
お
い
て
不
可

欠
で
あ
り
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知
識
・
技

能
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

は
、
①
知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力
や
、
②
様
々

な
課
題
解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・
改
善
す
る
力
な
ど
に
か
か

わ
る
内
容
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
調
査
問
題

の
作
成
と
調
査
結
果
の
分
析
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
調
査
を
、
児
童
生

徒
一
人
一
人
の
学
力
や
学
習
状
況
の
把
握
は
も
と
よ
り
、
今
後
の
指
導
や
学
習

の
改
善
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

問
題
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容
が
正
し

く
理
解
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
た

い
力
と
し
て
重
視
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
よ

う
に
努
め
ま
し
た
。

本
資
料
は
、
調
査
問
題
に
つ
い
て
出
題
の
趣
旨
や
正
答
・
誤
答
の
解
説
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
各
学
校
や
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
日
常
の
学
習
指

1



導
や
教
育
施
策
の
改
善
・
充
実
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
特
に
、

学
校
に
お
い
て
は
、
当
該
学
年
以
外
の
先
生
方
や
当
該
教
科
以
外
の
先
生
方
を

含
め
て
学
校
全
体
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
調
査
の
実
施
に
当
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
調
査

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
教
育
委
員
会
、
学
校
の
皆
様
、
本
資
料
の
作
成
に
当

た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
四
月

国
立
教
育
政
策
研
究
所

教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
長

中

岡

司
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●
本
書
の
目
的

本
書
は
、
平
成
二
十
一
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
実
施
後
速
や
か
に
、

児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
や
学
習
状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
教
科
に
関
す
る
調
査
問
題
に
つ
い
て
の
解
説
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

●
本
書
の
内
容
・
構
成

Ⅰ

小
学
校
国
語
科
の
調
査
問
題
作
成
に
当
た
っ
て

調
査
問
題
作
成
の
方
針
と
し
て
、
調
査
問
題
の
出
題
範
囲
、
問
題
作
成
の
枠

組
み
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

Ⅱ

調
査
問
題
の
解
説

問
題
ご
と
に
、
出
題
の
趣
旨
、
正
答
と
そ
の
解
説
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
た
。

１

出
題
の
趣
旨

問
題
ご
と
に
把
握
す
る
力
や
そ
の
意
義
、
場
面
設
定
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

２

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
ご
と
に
正
答
及
び
誤
答
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

問
題
と
関
連
し
て
、
今
後
の
学
習
指
導
に
お
い
て
参
考
と
な
る
事
柄
を
記

述
し
た
。

４

出
典
等

著
作
物
か
ら
の
出
題
の
場
合
、
書
名
や
著
者
名
な
ど
を
記
述
し
た
。

Ⅲ

調
査
問
題
等

調
査
問
題
、
解
答
用
紙
及
び
正
答
（
例
）
を
掲
載
し
た
。
な
お
、
著
作
権
の

都
合
に
よ
り
問
題
の
一
部
を
省
略
し
た
。

※

本
調
査
に
お
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
や
日
本
語
指
導
が

必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
点
字
問
題
、
拡
大
文
字
問
題
、
総
ル

ビ
付
き
問
題
を
用
意
し
た
。

な
お
、
点
字
問
題
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
一
部
異
な
っ
て
お
り
、

本
書
で
は
そ
の
部
分
を
掲
載
し
た
。
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（
後
ろ
か
ら
見
る
ペ
ー
ジ
）

１

調
査
問
題
一
覧
表

問
題
の
概
要
、
出
題
の
趣
旨
、
学
習
指
導
要
領
の
領
域
等
、
評
価
の
観
点
、

問
題
形
式
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。

２

解
答
類
型

解
答
類
型
と
は
、
各
設
問
に
つ
い
て
の
正
答
・
予
想
さ
れ
る
誤
答
・
無
解
答

な
ど
の
解
答
状
況
を
分
類
し
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

正
答
に
つ
い
て
は
、
設
問
の
趣
旨
に
即
し
て
解
答
と
し
て
求
め
る
条
件
を
定

め
、
そ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
も
の
を

◎

で
表
し
、
設
問
の
趣
旨

に
即
し
必
要
な
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
を

○

で
表
し
た
。

な
お
、
解
答
類
型
に
は
次
の
よ
う
に
番
号
を
付
け
た
。

類
型
１
～
類
型
８(

最
大)

…

正
答
・
予
想
さ
れ
る
誤
答
の
類
型

（
複
数
の
類
型
が
正
答
と
な
る
問
題
も
あ
る
。）

類
型
９

…
…
…
…
…
…
…
…
「
上
記
以
外
の
解
答
」
（
類
型
１
か
ら
類
型

８
ま
で
に
含
ま
れ
な
い
解
答
。
）

類
型
０

…
…
…
…
…
…
…
…
「
無
解
答
」
（
解
答
の
記
入
の
な
い
も
の
。
）

３

質
問
紙
調
査
項
目
（
教
科
関
連
部
分
）

質
問
紙
調
査
項
目
の
う
ち
、
小
学
校
国
語
科
の
教
科
に
関
す
る
項
目
を
掲
載

し
た
。
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Ⅰ

小
学
校
国
語
科
の
調
査
問
題
作
成
に
当
た
っ
て

１

調
査
問
題
の
基
本
的
な
枠
組
み

小
学
校
国
語
科
の
調
査
問
題
は
、
「
全
国
的
な
学
力
調
査
の
具
体
的
な
実

施
方
法
等
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
（
平
成
十
八
年
四
月
）
の
問
題
作
成
の
基
本

理
念
を
基
本
的
な
枠
組
み
に
し
て
い
る
。

○
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
内

容
や
、
実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知
識
・
技
能
な
ど

（
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る

問
題
）

○
知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力
や
、
様
々
な
課
題

解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・
改
善
す
る
力
な
ど
に
か
か
わ
る

内
容
な
ど

（
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
）

こ
の
二
つ
の
出
題
範
囲
・
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
基
本
理
念
に

は
、
「
実
生
活
」
に
立
脚
す
る
学
力
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
校
で
学

習
し
て
き
た
知
識
・
技
能
等
が
、
児
童
を
取
り
巻
く
様
々
な
生
活
場
面
に
お
い

て
、
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
児
童

に
と
っ
て
の
「
実
生
活
」
は
、
学
校
に
お
け
る
教
科
等
の
学
習
に
加
え
、
家

庭
生
活
や
地
域
で
の
生
活
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。
国
語
の
側
面
か
ら
考
え

る
と
、
読
書
な
ど
に
親
し
む
生
活
（
読
書
生
活
）
、
音
声
や
文
字
で
表
現
す

る
生
活
（
表
現
生
活
）
な
ど
、
言
語
生
活
を
重
視
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
報
告
書
で
は
、
調
査
問
題
自
体
が
学
校
の
教
員
や
児
童
に
対
し
て
、

土
台
と
な
る
基
盤
的
な
事
項
を
具
体
的
に
示
す
と
と
も
に
、
教
員
に
よ
る
指

導
改
善
や
児
童
の
学
習
改
善
・
学
習
意
欲
の
向
上
な
ど
に
役
立
つ
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。
国
語
科
の
調
査
問
題
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
観
点
を
盛
り
込
む
こ

と
や
工
夫
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

○
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

・
描
写
、
要
約
、
紹
介
、
説
明
、
記
録
、
報
告
、
対
話
、
討
論
な
ど
の
基
礎
的

な
言
語
活
動
に
関
す
る
こ
と

・
表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
た
め
の
言
語
事
項
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能

に
関
す
る
こ
と

・
我
が
国
の
言
語
文
化
に
親
し
む
内
容
に
関
す
る
こ
と

な
ど

○
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

・
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で
必
要
と
さ
れ
る
読
書
・
鑑
賞
・
創
作
な
ど
の
言
語

活
動
の
活
用
に
関
す
る
こ
と

・
文
章
を
読
ん
で
筆
者
の
主
張
の
内
容
や
そ
の
表
現
方
法
な
ど
を
評
価
す
る
こ

と
・
伝
え
た
い
内
容
を
ま
と
め
表
現
す
る
こ
と

・
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
課
題
を
多
角
的
に
探
究
す
る

こ
と

な
ど

さ
ら
に
、
国
際
的
、
科
学
的
視
点
か
ら
質
の
高
い
調
査
問
題
の
開
発
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
に
よ
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調

査
の
概
念
的
な
枠
組
み
の
基
本
で
あ
る
主
要
能
力
（
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の

考
え
方
や
多
様
な
テ
キ
ス
ト
、
出
題
の
仕
方
な
ど
も
参
考
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
出
題
の
範
囲
・
内
容
は
、
国
の
教
育
課
程
の

基
準
と
し
て
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
十
年
告
示
）
の
目
標
及
び
内

容
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
な
お
、
調
査
時
期
が
第
六
学
年
の
四
月
で
あ
る
の
で
、

第
五
学
年
の
終
了
段
階
に
お
い
て
習
得
す
べ
き
指
導
内
容
を
出
題
範
囲
と
し
た
。
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２

調
査
問
題
の
出
題
範
囲
・
内
容

学
習
指
導
要
領
の
指
導
内
容

(1)

調
査
問
題
は
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
十
年
告
示
）
の
目
標

及
び
内
容
に
基
づ
き
、
第
五
学
年
終
了
段
階
に
お
け
る
基
盤
的
な
内
容
と
し

た
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

■
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

・
話
す
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
聞
く
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
話
し
合
う
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

■
Ｂ
書
く
こ
と

・
目
的
意
識
・
相
手
意
識
、
自
分
の
考
え
に
関
す
る
指
導
事
項

・
取
材
に
関
す
る
指
導
事
項

・
構
成
に
関
す
る
指
導
事
項

・
記
述
に
関
す
る
指
導
事
項

・
推
敲
・
評
価
に
関
す
る
指
導
事
項

こ
う

■
Ｃ
読
む
こ
と

・
読
書
的
な
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
叙
述
内
容
に
即
し
た
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
想
像
的
な
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
事
象
と
感
想
、
意
見
に
か
か
わ
る
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
目
的
的
な
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

■
言
語
事
項

①
言
語
に
関
す
る
指
導
事
項

・
発
音
・
発
声
に
関
す
る
事
項

・
文
字
に
関
す
る
事
項

・
表
記
に
関
す
る
事
項

・
語
句
に
関
す
る
事
項

・
文
語
調
の
文
章
に
関
す
る
事
項

・
文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

・
言
葉
遣
い
に
関
す
る
事
項

②
書
写
に
関
す
る
指
導
事
項

な
お
、
調
査
問
題
は
、
前
述
の
「
主
と
し
て
『
知
識
』
に
関
す
る
問
題
」

と
「
主
と
し
て
『
活
用
』
に
関
す
る
問
題
」
に
即
し
て
、
二
つ
の
冊
子
を
作
成

し
た
。「
国
語
Ａ
」
を
「
主
と
し
て
『
知
識
』
に
関
す
る
問
題
」
の
冊
子
と
し
、

解
答
時
間
と
し
て
二
十
分
を
配
当
し
た
。「
国
語
Ｂ
」
は
、「
主
と
し
て
『
活
用
』

に
関
す
る
問
題
」
の
冊
子
と
し
て
四
十
分
を
配
当
し
た
。
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主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
の
内
容

(2)

「
国
語
Ａ
」
で
出
題
し
た
内
容
や
趣
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問
題

問
題
の
内
容

関
連
す
る
主

出
題
の
趣
旨

番
号

な
指
導
内
容

１

漢
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す

言
語
事
項

学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当

る

ア(

ア)

該
学
年
の
前
の
学
年
ま
で
に

(1)

配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正

し
く
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す

る
。

２

ロ
ー
マ
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た

言
語
事
項

ロ
ー
マ
字
で
表
記
さ
れ
た

り
す
る

イ(

ウ)
(

第

も
の
を
正
し
く
読
ん
だ
り
、

(1)三
・
四
学
年)

ロ
ー
マ
字
で
書
い
た
り
す

る
。

３

は
が
き
を
書
く

書
く
こ
と

は
が
き
の
表
書
き
に
必
要

ア
・
イ(

第
三

な
事
柄
の
順
序
を
考
え
て

・
四
学
年)

書
く
。

４

実
験
報
告
文
を
書
く

書
く
こ
と

文
章
の
内
容
に
合
わ
せ

イ
・
ウ

て
、
小
見
出
し
を
書
く
。

５

表
現
の
工
夫
を
と
ら
え
る

読
む
こ
と
ウ

文
学
的
な
文
章
の
表
現
の

言
語
事
項

工
夫
を
と
ら
え
る
。

ウ(

エ)

(1)

６

段
落
の
内
容
を
と
ら
え
る

読
む
こ
と
イ

段
落
の
内
容
を
的
確
に
と

ら
え
る
。

７

話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る

話
す
こ
と
・

司
会
の
役
割
や
働
き
を
と

聞
く
こ
と
ウ

ら
え
て
、
話
合
い
を
計
画
的

に
進
め
る
。

８

一
文
を
二
文
に
分
け
る

言
語
事
項

文
の
意
味
の
つ
な
が
り
を

オ(

ウ)
(

第

考
え
な
が
ら
、
接
続
語
を
使

(1)三
・
四
学
年)

っ
て
内
容
を
分
け
て
書
く
。

９

毛
筆
で
書
く

言
語
事
項

文
字
の
大
き
さ
や
配
列
に

ア(

ア)

注
意
し
て
書
く
。

(2)

こ
の
よ
う
に
、
学
習
指
導
要
領
の
三
領
域
一
事
項
に
わ
た
っ
て
出
題
し
た
。
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主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
の
内
容

(3)

「
国
語
Ｂ
」
で
出
題
し
た
内
容
や
趣
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問
題

問
題
の
内
容

関
連
す
る
主

出
題
の
趣
旨

番
号

な
指
導
内
容

１

調
査
報
告
文
を
書
く

書
く
こ
と

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、

〈
小
学
生
の
体
力
〉

ア
・
イ
・
エ

必
要
な
事
柄
を
整
理
し
、
事

象
や
意
見
な
ど
を
関
係
付
け

て
書
く
。

２

表
を
も
と
に
話
し
合
う

話
す
こ
と
・

互
い
の
立
場
や
意
図
を
明

〈
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん
〉
聞
く
こ
と

確
に
し
て
話
し
合
う
。

イ
・
ウ

３

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
た
め

読
む
こ
と

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、

に
読
む

イ
・
エ
・
オ

効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫

<

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル>

し
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

る
。

４

図
を
使
っ
て
説
明
す
る

話
す
こ
と
・

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、

<

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
作
戦>

聞
く
こ
と
ア

話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な
が

言
語
事
項

ら
、
図
を
使
っ
て
説
明
す
る
。

エ(

ア)
(

第

(1)一
・
二
学
年)

こ
の
よ
う
に
、
ま
と
ま
っ
た
言
語
活
動
の
中
で
知
識
・
技
能
等
を
活
用
で
き

る
か
ど
う
か
を
み
る
た
め
に
、
三
領
域
一
事
項
の
中
か
ら
複
数
の
指
導
内
容
を
含

め
て
取
り
上
げ
た
。

３

問
題
形
式

問
題
形
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
種
類
と
し
た
。

○
選
択
式
…
数
種
の
項
目
群
の
中
か
ら
適
切
な
項
目
を
選
択
す
る
方
式
で
あ
る
。

○
短
答
式
…
短
い
語
句
や
文
、
ま
た
は
数
値
等
で
解
答
す
る
方
式
で
あ
る
。
文

章
や
資
料
か
ら
の
情
報
の
取
り
出
し
な
ど
で
あ
る
。

○
記
述
式
…
相
手
や
目
的
、
意
図
に
応
じ
て
自
分
の
意
見
や
提
案
、
理
由
や
根

拠
、
紹
介
や
報
告
な
ど
を
ま
と
め
、
一
定
以
上
の
文
字
数
で
記
述

す
る
方
式
で
あ
る
。

記
述
式
の
問
題
で
は
、
知
識
・
技
能
等
を
生
か
し
、
相
手
や
目
的
、
意
図
、

場
面
や
状
況
な
ど
に
応
じ
て
言
語
を
操
作
し
た
り
運
用
し
た
り
す
る
活
用
の
能

力
を
み
る
。
「
書
く
こ
と
」
の
問
題
に
加
え
、
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、
「
読

む
こ
と
」
の
問
題
に
お
い
て
も
記
述
式
を
採
用
し
た
。

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

(1)

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
な
ど
、
話
す
こ
と
や
話
し
た
こ
と
を
記
述
し
た
り
、
聞
い

た
こ
と
を
記
述
し
た
り
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
２
「
表
を
も
と
に
話
し
合
う
〈
家
の
中
の

そ
う
じ
や
整
と
ん
〉
」
の
設
問
二
や
、
問
題
４
「
図
を
使
っ
て
説
明
す
る
〈
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
作
戦
〉
」
の
設
問
二
は
、
「
話
す
・
聞
く
能
力
」
を
問
う
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も
の
で
あ
る
。
問
題
２
で
は
、
話
合
い
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
自
分
の
立
場
や

意
図
を
明
確
に
し
て
発
表
す
る
内
容
、
問
題
４
で
は
、
全
体
を
見
通
し
て
必

要
な
事
柄
を
明
確
に
し
、
事
柄
の
相
互
の
関
係
を
整
理
し
な
が
ら
説
明
す
る

内
容
を
記
述
す
る
よ
う
に
し
た
。

「
書
く
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

(2)

「
書
く
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
礼
状
や
依
頼
状
、
生
活
文
や
意
見

文
、
紹
介
文
、
観
察
記
録
文
や
体
験
報
告
文
な
ど
、
様
々
な
様
式
に
応
じ
た

記
述
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特
に
第
五
・
六
学
年
に
お
い
て
記

録
や
報
告
な
ど
を
ま
と
め
る
場
合
、
経
験
し
た
事
実
等
を
客
観
的
に
記
述
す

る
と
と
も
に
、
経
験
等
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
や
得
た
こ
と
な
ど
を
明
確
に

し
て
記
述
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
１
「
調
査
報
告
文
を
書
く
〈
小
学
生
の
体

力
〉
」
の
設
問
二
は
、
「
書
く
能
力
」
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
報

告
文
を
書
く
目
的
に
応
じ
て
、
調
べ
て
分
か
っ
た
結
果
と
調
べ
た
理
由
と
を

関
係
付
け
て
記
述
す
る
よ
う
に
し
た
。

「
読
む
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

(3)

「
読
む
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
読
ん
だ
こ
と
や
調
べ
た
こ
と
を
要

約
し
た
り
、
感
想
を
ま
と
め
た
り
、
評
価
し
た
り
す
る
記
述
力
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
読
む
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
精
読
段
階
で
要
約
し
た

り
、
読
後
に
読
書
感
想
を
短
文
や
長
文
に
ま
と
め
た
り
す
る
。
ま
た
、
文
章

の
解
釈
に
つ
い
て
具
体
的
な
理
由
や
根
拠
を
示
し
た
り
、
主
題
や
要
旨
に
つ

い
て
自
分
の
考
え
を
記
述
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。

例
え
ば
、
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
３
「
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
た
め
に
読

む
〈
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
〉
」
の
設
問
二
は
、
「
読
む
能
力
」
を
問
う
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
の
考
え
を
自
分
の
言
葉
で
書
き
換
え
た
り
要
約
し
た

り
し
て
記
述
す
る
よ
う
に
し
た
。

４

評
価
の
観
点
に
つ
い
て

評
価
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
国
語
科
で
行
わ
れ
て
い
る
「
国
語
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
、
「
話
す
・
聞
く
能
力
」
、
「
書
く
能
力
」
、
「
読
む
能
力
」
、
「
言
語

に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
」
の
五
つ
の
観
点
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
各
設
問
で
取

り
上
げ
た
実
際
の
授
業
場
面
や
実
生
活
で
の
活
用
場
面
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の

観
点
が
深
く
関
与
し
て
い
る
場
合
に
設
定
し
た
。
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Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説

Ａ 主として｢知識｣に関する問題
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１

漢
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る

１

出
題
の
趣
旨

学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年
の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る

漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

第
五
学
年
ま
で
に
学
習
し
た
漢
字
を
文
脈
に
合
わ
せ
て
適
切
に
読
み
、
正
し

く
書
く
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
日
常
生
活
の
中
で
使
わ
れ
る
漢
字
を
選
び
、
意
味
を
考
え
な
が

ら
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
よ
う
に
出
題
し
た
。
出
題
す
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、

そ
の
定
着
状
況
を
み
る
た
め
に
、
第
五
学
年
の
配
当
漢
字
の
み
な
ら
ず
、
第
三

学
年
（
「
集
」
、
「
病
」
、
「
院
」
、
「
運
」
）
や
第
四
学
年
（
「
成
」
）
の
配
当
漢
字
も

取
り
上
げ
た
。

漢
字
を
正
し
く
読
み
、
書
く
力
は
、
表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
た
め
に

必
要
な
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
で
あ
り
、
漢
字
を
含
む
語
彙
の
拡
充
を
図
る
た

い

め
に
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
各
教
科
等
の
学
習
の
基
盤
で
あ
り
、
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
知
識
や
技
能
と
な
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

言
語
事
項
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

文
字
に
関
す
る
事
項

(1)
（
ア
）
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
の
各
学
年
に
お
い
て
は
、
学
年
別
漢

字
配
当
表
の
当
該
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
読
む

こ
と
。
ま
た
、
当
該
学
年
の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
う
と
と
も
に
、
当
該
学

年
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
漸
次
書
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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２

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

こ
ん
ざ
つ

(1)

う
つ
（
る
）

(2)

さ
い
し
ゅ
う

(3)

設
問
二

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

病
院

(1)

賛
成

(2)

運
（
ぶ
）

(3)

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

文
脈
に
合
わ
せ
て
適
切
に
漢
字
を
使
う

(1)

文
脈
に
合
わ
せ
て
、
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い
た
り
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
漢
字
に
対
す
る
興
味
・
関
心

を
高
め
、
漢
字
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
働
き
を
押
さ
え
な
が
ら
、
文
や
文

章
の
中
で
適
切
に
漢
字
を
使
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

語
彙
力
を
高
め
る

(2)

学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
漢
字
を
使
用
す
る
機
会
を
増
や
し
、
語
彙
力
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
既
習
の
漢
字
を
正
し
く
使
用

す
る
習
慣
を
付
け
た
り
、
振
り
仮
名
が
付
い
た
漢
字
を
提
示
す
る
機
会
を
増

や
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
の
由
来
や
特
質
に

つ
い
て
理
解
し
、
日
常
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
べ

る
な
ど
の
学
習
を
通
し
て
、
児
童
の
興
味
・
関
心
を
高
め
な
が
ら
語
彙
の
拡

充
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
語
辞
典
や
漢
字
辞
典
を
利
用
す
る

(3)

漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
た
め
に
は
、
小
学
校
学
習
指
導

要
領
国
語
の
第
五
・
六
学
年
に
お
け
る
「
言
語
事
項
」
の
「
表
現
し
た
り
理

解
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
語
句
に
つ
い
て
、
辞
書
を
利
用
し
て
調
べ
る

習
慣
を
付
け
る
こ
と
」
と
関
係
付
け
た
指
導
が
重
要
で
あ
る
。
国
語
科
の
学

習
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
や
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に

辞
書
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

※

（
参
考
）
過
去
の
調
査
に
お
け
る
正
答
率

実
施
年
度
（
実
施
学
年
）

正
答
率(

％)

設
問

一

平
成
十
五
年
度
（
五
学
年
）

九
二
・
五

(１)

設
問

一

平
成
十
六
年
度
（
五
学
年
）

八
一
・
三

(２)

設
問

一

平
成
十
六
年
度
（
五
学
年
）

七
一
・
一

(３)

設
問

二

昭
和
三
十
九
年
度
（
五
学
年
）

四
〇
・
四

(１)

設
問

二

昭
和
三
十
一
年
度
（
六
学
年
）

三
〇
・
一

(２)

設
問

二

平
成
十
三
年
度
（
五
学
年
）

八
三
・
八

(３)

※
過
去
の
調
査

昭
和
三
十
一
年
度
全
国
小
学
校
学
力
調
査

昭
和
三
十
九
年
度
全
国
小
学
校
学
力
調
査

平
成
十
三
年
度
小
中
学
校
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査

平
成
十
五
年
度
小
・
中
学
校
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査

平
成
十
六
年
度
特
定
の
課
題
に
関
す
る
調
査
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２

ロ
ー
マ
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る

１

出
題
の
趣
旨

ロ
ー
マ
字
で
表
記
さ
れ
た
も
の
を
正
し
く
読
ん
だ
り
、
ロ
ー
マ
字
で
書
い

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

ロ
ー
マ
字
の
音
節
の
表
し
方
を
理
解
し
、
ロ
ー
マ
字
で
表
記
さ
れ
た
身
近
な

単
語
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
児
童
が
日
常
使
う
簡
単
な
単
語
を
取
り
上
げ
、
ロ
ー
マ
字
を
読

ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
よ
う
に
出
題
し
た
。
ま
た
、
清
音
だ
け
で
な
く
、
濁
音

や
促
音
も
取
り
上
げ
た
。

ロ
ー
マ
字
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
の
音
節
が
子
音
と
母

音
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

ロ
ー
マ
字
表
記
が
添
え
ら
れ
た
案
内
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
り
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
使
っ
た
り
す
る
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
ロ
ー
マ
字
は
児
童
の
生
活
に

身
近
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

言
語
事
項
（
第
三
・
四
学
年
）

イ

文
字
に
関
す
る
事
項

(1)
（
ウ
）
第
四
学
年
に
お
い
て
は
、
日
常
使
わ
れ
て
い
る
簡
単
な
単
語
に

つ
い
て
、
ロ
ー
マ
字
で
表
記
さ
れ
た
も
の
を
読
み
、
ま
た
、
ロ

ー
マ
字
で
書
く
こ
と
。

※
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
二
十
年
告
示
）
に
お
い
て
は
、
ロ
ー

マ
字
の
指
導
は
、
情
報
機
器
の
活
用
や
他
の
学
習
活
動
な
ど
と
の
関
連
を

考
慮
し
、
現
行
の
第
四
学
年
か
ら
第
三
学
年
に
移
行
し
て
い
る
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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２

各
設
問
に
つ
い
て

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

１

ｋ
ｕ
ｓ
ｕ
ｒ
ｉ

２

ｔ
ａ
ｂ
ｅ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ

３

は
っ
ぱ

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

ロ
ー
マ
字
の
規
則
性
を
押
さ
え
る

(1)

ロ
ー
マ
字
に
は
、
ヘ
ボ
ン
式
や
訓
令
式
な
ど
が
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
な
が

ら
、
ロ
ー
マ
字
表
を
使
っ
て
仮
名
五
十
音
と
対
応
し
た
指
導
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
特
に
、
母
音
と
子
音
を
基
礎
と
し
た
五
十
音
表
の
規
則
性
を

押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
濁
音
、
半
濁
音
、
長
音
、
拗
音
、
促
音
、

よ

う

撥
音
な
ど
に
つ
い
て
も
、
音
声
と
関
係
付
け
な
が
ら
規
則
性
が
あ
る
こ
と
に

は

つ気
付
か
せ
、
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

生
活
の
中
で
、
進
ん
で
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る

(2)

ロ
ー
マ
字
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
に
お
い
て

第
四
学
年
で
取
り
扱
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
学
習
し
た
ロ
ー
マ
字
の

読
み
方
や
表
記
の
仕
方
を
確
実
に
習
得
す
る
た
め
に
、
様
々
な
学
習
や
生
活

に
お
い
て
ロ
ー
マ
字
を
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
ロ
ー
マ
字
で
入
力
す
る
と
き
な
ど
、
語
や
文
、
文

章
を
作
る
学
習
を
設
定
し
、
繰
り
返
し
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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３

は
が
き
を
書
く

１

出
題
の
趣
旨

は
が
き
の
表
書
き
に
必
要
な
事
柄
の
順
序
を
考
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
み
る
。

は
が
き
の
表
書
き
に
必
要
な
相
手
の
住
所
と
名
前
、
自
分
の
住
所
と
名
前
を

正
し
い
順
序
で
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
転
校
し
て
い
っ
た
友
達
に
は
が
き
を
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。

は
が
き
が
相
手
に
確
実
に
届
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
は
が
き
の
表
に
右
側

か
ら
縦
書
き
で
「
相
手
の
住
所
」
、
「
相
手
の
名
前
」
、
「
自
分
の
住
所
」
、
「
自
分

の
名
前
」
の
順
序
で
書
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
の
言
語
活
動
例
で
は
、

第
一
・
二
学
年
で
「
伝
え
た
い
事
を
簡
単
な
手
紙
な
ど
に
書
く
こ
と
」
、
第
三

・
四
学
年
で
「
手
紙
を
書
く
こ
と
」
、
第
五
・
六
学
年
で
「
礼
状
や
依
頼
状
な

ど
の
手
紙
を
書
く
こ
と
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
第
三
・
四
学
年

で
は
、
手
紙
の
形
式
を
取
り
上
げ
て
表
書
き
に
宛
て
名
や
住
所
を
正
し
く
書
く

指
導
が
必
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

ア

相
手
や
目
的
に
応
じ
て
、
適
切
に
書
く
こ
と
。

イ

書
く
必
要
の
あ
る
事
柄
を
収
集
し
た
り
選
択
し
た
り
す
る
こ
と
。

言
語
活
動
例
（
第
三
・
四
学
年

Ｂ
書
く
こ
と
）

手
紙
を
書
く
こ
と

■
評
価
の
観
点

書
く
能
力
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２

各
設
問
に
つ
い
て

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

ア

４

イ

２

ウ

３

エ

１

■
解
説

○
は
が
き
の
表
に
は
、
右
側
か
ら
縦
書
き
で
「
相
手
の
住
所
」
、
「
相
手
の

名
前
」
、
「
自
分
の
住
所
」
、
「
自
分
の
名
前
」
の
順
序
で
書
く
必
要
が
あ

る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○
「
相
手
の
住
所
」
、「
相
手
の
名
前
」
、「
自
分
の
住
所
」
、「
自
分
の
名
前
」

の
四
つ
の
う
ち
一
つ
で
も
異
な
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

形
式
に
合
わ
せ
て
書
く

(1)

は
が
き
の
表
に
は
、
相
手
の
住
所
と
名
前
、
自
分
の
住
所
と
名
前
を
書
く

必
要
が
あ
る
。
表
書
き
に
必
要
な
こ
れ
ら
の
事
柄
に
注
意
し
な
が
ら
、
文
字

の
大
き
さ
や
位
置
な
ど
を
意
識
し
て
書
く
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
は
が
き
の
み
な
ら
ず
、
封
書
に
お
い
て
も
、
表
や
裏
に
必
要

な
事
柄
を
適
切
に
書
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
正
し
い
形
式
で
書
か
な
け

れ
ば
相
手
に
届
か
な
い
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。相

手
や
目
的
に
合
わ
せ
て
手
紙
に
書
く

(2)

実
用
的
な
文
章
と
し
て
、
依
頼
状
、
案
内
状
、
礼
状
な
ど
の
手
紙
を
書
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
手
紙
を
書
く
こ
と
は
、
特
に
相
手
や
目
的
を
は
っ
き

り
と
意
識
で
き
る
言
語
活
動
で
あ
る
。
親
し
い
知
人
に
対
し
て
連
絡
を
す
る

よ
う
な
場
面
か
ら
、
学
校
行
事
等
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
お
礼
を

す
る
よ
う
な
場
面
ま
で
、
様
々
な
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
、
実
際
に
手
紙
を

書
く
活
動
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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４

実
験
報
告
文
を
書
く

１

出
題
の
趣
旨

文
章
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
小
見
出
し
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る
。

実
験
報
告
文
の
内
容
に
適
し
た
小
見
出
し
を
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
食
塩
を
水
に
溶
か
し
た
と
き
の
重
さ
に
つ
い
て
ま
と
め
た
報
告

文
の
内
容
に
合
わ
せ
て
小
見
出
し
を
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。
科
学
的
な
実
験

報
告
文
の
項
立
て
と
し
て
、
「
課
題
」
、
「
実
験
方
法
」
、
「
予
想
」
、
「
結
果
」
、
「
考

察
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
内
容
を
要
約
し
て
短
い
言
葉
で
表
現
し
た
小

見
出
し
で
あ
る
。
読
み
手
に
全
体
の
構
成
や
内
容
を
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
に

適
切
な
小
見
出
し
を
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
以
下
、
平
成
二
十
年
度
調
査

と
い
う
。
）
「
国
語
Ａ
」
の
問
題
８
「
小
見
出
し
を
書
く
」
で
は
、
自
分
の
学
校

を
紹
介
す
る
文
章
の
内
容
に
合
わ
せ
て
小
見
出
し
を
書
く
場
面
を
取
り
上
げ
た
。

今
回
は
、
実
験
や
観
察
に
関
す
る
文
章
の
内
容
に
合
わ
せ
て
小
見
出
し
を
書
く

問
題
に
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

全
体
を
見
通
し
て
、
書
く
必
要
の
あ
る
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
。

ウ

自
分
の
考
え
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め
、
文
章
全
体
の
組
立
て
の
効

果
を
考
え
る
こ
と
。

言
語
活
動
例
（
第
五
・
六
学
年

Ｂ
書
く
こ
と
）

経
験
し
た
事
を
ま
と
ま
っ
た
記
録
や
報
告
に
す
る
こ
と

■
評
価
の
観
点

書
く
能
力
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２

問
題
に
つ
い
て

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

ア

３

イ

２

ウ

２

■
解
説

○
実
験
し
た
こ
と
を
「
調
べ
た
こ
と
」
、「
方
法
」
、「
予
想
」
、「
結
果
」
、「
考

え
た
こ
と
」
の
五
つ
の
項
目
に
分
け
て
構
成
し
た
実
験
報
告
文
で
あ
る
。

各
項
目
に
記
述
さ
れ
た
内
容
を
と
ら
え
、
適
切
な
小
見
出
し
を
書
く
必

要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○
報
告
文
の
各
項
目
の
内
容
と
合
っ
て
い
な
い
小
見
出
し
は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

報
告
す
る
た
め
に
必
要
な
事
柄
を
収
集
し
整
理
す
る

(1)

報
告
文
を
書
く
た
め
に
は
、
課
題
の
設
定
か
ら
考
察
ま
で
の
全
体
を
見
通

す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
ず
、
実
験
や
観
察
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
結
果
な
ど
を
正
確
に
メ
モ
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、

課
題
や
予
想
に
合
わ
せ
て
、
報
告
す
る
内
容
を
整
理
し
な
が
ら
、
事
実
や
考

察
な
ど
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
小
見
出
し
を
付
け
る
際
に
は
、

全
体
の
構
成
や
内
容
を
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
に
適
切
か
ど
う
か
を
検
討
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
効
果
的
に
書
く

(2)

ま
と
ま
っ
た
記
録
文
や
報
告
文
を
書
く
際
に
は
、
実
験
や
観
察
、
調
査
な

ど
の
事
実
を
客
観
的
に
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て

考
え
た
こ
と
や
得
た
こ
と
な
ど
を
、
明
確
に
記
述
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
資

料
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
様
式
や
書
式
に
即
し
て
書
く

(3)

小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
の
第
五
・
六
学
年
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」

の
言
語
活
動
例
で
は
、
「
経
験
し
た
事
を
ま
と
ま
っ
た
記
録
や
報
告
に
す
る

こ
と
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
報
告
文
に
は
、
実
験
報
告
文
の
ほ
か
に
、

体
験
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
体
験
報
告
文
や
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
調
査

報
告
文
な
ど
、
多
様
な
様
式
や
書
式
が
あ
る
。
様
々
な
様
式
や
書
式
に
つ
い

て
の
知
識
を
増
や
し
、
国
語
科
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
や

日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
実
際
に
書
く
活
動
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
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５

表
現
の
工
夫
を
と
ら
え
る

１

出
題
の
趣
旨

文
学
的
な
文
章
の
表
現
の
工
夫
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を

み
る
。

主
人
公
の
行
動
や
心
情
を
描
写
し
た
文
章
を
読
み
、
表
現
の
工
夫
と
し
て
適

切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
表
現
の
工
夫
と
し
て
比
喩
を
取
り
上
げ
た
。
主
人
公
の
美
奈
が

取
り
組
ん
だ
お
菓
子
づ
く
り
の
失
敗
の
様
子
を
表
し
た
比
喩
表
現
を
と
ら
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

文
学
的
な
文
章
及
び
説
明
的
な
文
章
の
表
現
の
工
夫
に
は
、
比
喩
や
反
復
を

は
じ
め
と
し
て
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
学
年
が
進
む
中
で
、
多
様
な
文
章
に
表

れ
る
表
現
の
工
夫
に
気
付
い
た
り
、
自
分
の
表
現
に
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
こ
れ
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
の
第
二
・
三
学
年
に
お

け
る
「
読
む
こ
と
」
の
「
表
現
の
仕
方
や
文
章
の
特
徴
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
」

に
発
展
す
る
指
導
内
容
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ

登
場
人
物
の
心
情
や
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
な
ど
、
優
れ
た
叙
述
を

味
わ
い
な
が
ら
読
む
こ
と
。

言
語
事
項
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ

語
句
に
関
す
る
事
項

(1)
（
エ
）
語
感
、
言
葉
の
使
い
方
に
対
す
る
感
覚
な
ど
に
つ
い
て
関
心
を

も
つ
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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２

問
題
に
つ
い
て

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

選
択
肢
４

美
奈
が
お
菓
子
を
つ
く
る
た
び
に
失
敗
し
て
し
ま
う
様
子
を
、

た
と
え
を
使
っ
て
書
い
て
い
る
。

■
解
説

○
主
人
公
の
美
奈
が
回
想
し
て
い
る
お
菓
子
づ
く
り
の
失
敗
の
様
子
に
つ

い
て
、
「
ガ
ム
の
よ
う
な
」
、
「
ス
ポ
ン
ジ
み
た
い
な
」
と
い
う
比
喩
表

現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○
選
択
肢
１
→
本
文
で
は
、
友
だ
ち
の
性
格
や
考
え
方
に
つ
い
て
の
言
及

は
な
く
、
美
奈
と
の
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
は
書
い
て
い

な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○
選
択
肢
２
→
本
文
で
は
、
ほ
か
の
登
場
人
物
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
は

書
い
て
い
な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○
選
択
肢
３
→
本
文
で
は
、
実
際
に
お
菓
子
を
つ
く
っ
た
順
序
の
と
お
り

に
は
書
い
て
い
な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

表
現
の
工
夫
に
気
付
き
、
優
れ
た
叙
述
を
味
わ
い
な
が
ら
読
む

(1)

第
五
・
六
学
年
で
は
、
文
学
的
な
文
章
を
読
む
指
導
に
お
い
て
、
登
場
人

物
の
心
情
や
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
な
ど
、
優
れ
た
叙
述
を
と
ら
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
内
容
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
表
現
の
よ
さ
や
表
現
の

効
果
な
ど
を
児
童
自
ら
が
感
じ
取
っ
て
、
鑑
賞
し
な
が
ら
読
む
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
主
観
に
偏
ら
ず
、
文
章
の
構
成
や
表
現
の
仕
方
に
着
目
し
な

が
ら
、
意
見
や
感
想
を
交
流
し
た
り
、
評
価
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
一
人
一

人
の
感
じ
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

語
感
や
言
葉
の
使
い
方
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

(2)

言
葉
の
リ
ズ
ム
や
言
葉
の
響
き
、
語
句
の
性
質
や
役
割
を
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
比
喩
や
反
復
を
は
じ
め
、
擬
声
語
・
擬
態

語
、
誇
張
、
倒
置
、
省
略
な
ど
、
表
現
の
工
夫
に
つ
い
て
と
ら
え
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
文
章
に
表
れ
る
様
々
な
言
葉
の
使

い
方
の
工
夫
に
気
付
い
た
り
、
自
分
の
表
現
に
活
用
し
た
り
す
る
よ
う
な
指

導
が
大
切
で
あ
る
。
多
く
の
文
章
を
繰
り
返
し
て
読
ん
だ
り
、
優
れ
た
表
現

を
音
読
し
た
り
し
て
、
語
感
や
言
葉
の
使
い
方
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

４

出
典
等

○
柏
葉
幸
子
『
大
お
ば
さ
ん
の
不
思
議
な
レ
シ
ピ
』
（
一
九
九
三
年
七
月
偕
成

社
）
に
よ
る
。
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６

段
落
の
内
容
を
と
ら
え
る

１

出
題
の
趣
旨

段
落
の
内
容
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

説
明
的
な
文
章
の
一
部
を
読
み
、
語
句
や
文
に
着
目
し
て
段
落
の
内
容
を
的

確
に
と
ら
え
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
図
鑑
の
一
部
を
読
ん
で
、
調
べ
た
こ
と
を
観
点
に
即
し
て
メ
モ

に
取
る
場
面
を
設
定
し
た
。
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
中
心
と
な
る
語
句
や
文
に

着
目
し
、
内
容
を
要
約
し
て
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成
十
九
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
以
下
、
平
成
十
九
年
度
調
査

と
い
う
。
）
「
国
語
Ａ
」
の
問
題
９
及
び
、
平
成
二
十
年
度
調
査
「
国
語
Ａ
」
の

問
題
９
に
お
い
て
も
段
落
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。
今
回
は
、

目
的
に
応
じ
て
説
明
的
な
文
章
を
読
み
、
内
容
を
的
確
に
と
ら
え
て
要
約
し
て

書
く
問
題
に
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

目
的
や
意
図
な
ど
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
な
が

ら
要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
。

言
語
活
動
例
（
第
五
・
六
学
年

Ｃ
読
む
こ
と
）

自
分
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
図
鑑
や
事
典
な
ど
を
活
用
し
て
必
要
な

情
報
を
読
む
こ
と

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力
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２

問
題
に
つ
い
て

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答
例

○
ト
リ
や
サ
ル
な
ど
の
動
物
に
食
べ
さ
せ
て
移
動
す
る

■
解
説

○
種
子
の
移
動
に
よ
っ
て
仲
間
を
増
や
す
方
法
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

も
の
を
正
答
と
す
る
。
二
つ
め
の
方
法
と
し
て
、
「
動
物
に
」
、
「
食
べ

さ
せ
て
」
な
ど
の
語
句
に
着
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○
書
き
出
し
の
「
う
れ
て
あ
ま
く
な
っ
た
果
物
を
」
の
語
句
に
続
か
ず
文

脈
が
整
っ
て
い
な
い
も
の
や
、
種
子
の
移
動
に
よ
っ
て
仲
間
を
増
や
す

方
法
が
不
明
確
な
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

中
心
と
な
る
語
や
文
を
と
ら
え
て
要
約
す
る

(1)

文
章
の
一
部
、
あ
る
い
は
全
体
を
要
約
す
る
に
は
、
書
か
れ
て
い
る
内
容

の
中
で
繰
り
返
さ
れ
る
中
心
と
な
る
語
や
文
に
着
目
し
、
文
相
互
の
関
係
や

段
落
相
互
の
関
係
を
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
指
導
に
当
た
っ
て
は
、

短
い
文
章
か
ら
長
い
文
章
へ
と
発
展
し
、
目
的
や
条
件
に
応
じ
た
要
約
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
内
容
や
要
旨
を
的
確
に
と
ら
え
る

(2)

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
な
が
ら
要
旨
を

と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
要
旨
は
、
書
き
手
が
文
章
で
取
り
上
げ
て

い
る
内
容
の
中
心
と
な
る
事
柄
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
書
き
手
の
考

え
な
ど
で
あ
る
。
要
旨
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
児
童
が
目
的
意
識
を
も
っ

て
内
容
の
中
心
や
書
き
手
の
考
え
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

４

出
典
等

○
ガ
リ
レ
オ
工
房
『
び
っ
く
り
ふ
し
ぎ

写
真
で
科
学
④

植
物
の
素
顔
』
（
二

〇
〇
三
年
十
一
月
大
月
書
店
）
に
よ
る
。
（
一
部
改
変
）
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７

話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る

１

出
題
の
趣
旨

司
会
の
役
割
や
働
き
を
と
ら
え
て
、
話
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

話
合
い
の
中
で
、
目
的
や
流
れ
に
沿
っ
て
出
さ
れ
た
意
見
を
整
理
し
た
り
、

次
の
議
事
へ
進
行
し
た
り
す
る
司
会
の
役
割
や
働
き
を
と
ら
え
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
会
で
行
う
劇
の
内
容
に
つ
い
て
学
級

で
話
し
合
う
場
面
を
設
定
し
た
。
司
会
は
、
数
名
の
意
見
を
聞
い
た
後
、
出
さ

れ
た
意
見
を
整
理
し
て
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
後
の
話
合
い
の
進
め

方
を
参
加
者
全
員
に
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
司
会
の
良
い
と
こ
ろ
と
し
て

説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成
十
九
年
度
調
査
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
１
「
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め

る
」
で
も
司
会
の
役
割
を
問
う
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
話
合
い
活
動
は
、
国
語

科
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
や
日
常
生
活
に
お
い
て
も
行
わ
れ

る
。
話
合
い
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
司
会
の
役
割
や
働
き
は
重
要
で

あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ

自
分
の
立
場
や
意
図
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
計
画
的
に
話
し
合

う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力
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２

問
題
に
つ
い
て

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答
例

○
出
さ
れ
た
二
つ
の
意
見
を
合
わ
せ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

○
次
に
話
し
合
う
内
容
を
全
員
に
確
か
め
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

■
解
説

○
司
会
者
の
進
め
方
の
良
い
と
こ
ろ
と
し
て
、
出
さ
れ
た
意
見
を
整
理
し
、

二
つ
の
案
を
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
次
に
話
し
合
う
内
容
に
つ

い
て
確
認
し
た
上
で
進
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
い
ず
れ
も
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て

説
明
し
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○
条
件
の
う
ち
い
ず
れ
も
満
た
さ
な
い
で
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と

す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

様
々
な
課
題
に
応
じ
て
司
会
を
す
る

(1)

司
会
と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
し
、
話
合
い
の
場
面
に
お
け
る
様
々
な
課

題
に
応
じ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
出
さ
れ
た
意
見
を
ど
の
よ

う
に
整
理
し
、
話
合
い
が
滞
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
発
言
を
促
し
た
ら
よ

い
か
、
対
立
が
起
き
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
う
場
を
設
定
し
、
児
童
一
人
一
人
が
司
会
を
経
験
す
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。

目
的
や
流
れ
に
沿
っ
て
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る

(2)

話
合
い
の
目
的
や
流
れ
に
沿
っ
て
、
意
見
を
発
表
し
た
り
、
聞
き
取
っ
た

り
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
応
答
す
る
力
を
高
め
る
に
は
、
話
し
手
の
意

図
を
考
え
な
が
ら
、
事
実
と
意
見
と
の
関
係
に
注
意
し
て
聞
き
取
っ
た
り
、

自
分
の
意
見
と
の
相
違
点
や
共
通
点
を
聞
き
分
け
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の

考
え
を
明
確
に
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
指
導
が
大
切
で
あ
る
。
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８

一
文
を
二
文
に
分
け
る

１

出
題
の
趣
旨

文
の
意
味
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
、
接
続
語
を
使
っ
て
内
容
を
分
け

て
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

二
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
文
を
読
み
、
接
続
語
を
使
っ
て
二
つ
の
文
に

分
け
て
書
く
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
学
校
生
活
で
体
験
し
た
出
来
事
を
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。
一

つ
の
文
の
中
に
主
体
と
な
る
「
ぼ
く
」
が
と
ら
え
た
五
年
生
の
様
子
と
、
そ
れ

に
つ
い
て
「
ぼ
く
」
が
思
っ
た
こ
と
と
い
う
二
つ
の
内
容
が
あ
る
。
こ
の
二
つ

の
内
容
を
区
分
し
た
上
で
、
「
だ
か
ら
」
と
い
う
接
続
語
を
使
っ
て
二
つ
の
文

に
分
け
て
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
年
度
調
査
「
国
語
Ａ
」
の
問
題
３
「
文
章
を
推
敲
す
る
」
で
は
、

複
数
の
中
か
ら
、
文
意
が
と
ら
え
に
く
い
長
文
を
二
つ
の
文
に
分
け
る
推
敲
を

取
り
上
げ
た
。
今
回
は
、
一
文
を
簡
潔
に
表
現
す
る
た
め
に
、
接
続
語
を
使
っ

て
、
実
際
に
二
文
に
分
け
て
書
く
問
題
に
し
た
。
伝
え
た
い
内
容
を
相
手
に
的

確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
文
や
文
章
の
内
容
を
論
理
的
に
関
係
付
け
た
上
で
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
接
続
語
を
使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

言
語
事
項
（
第
三
・
四
学
年
）

オ

文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

(1)
（
ウ
）
文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
、
指
示
語
や
接

続
語
を
使
う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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２

問
題
に
つ
い
て

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

○
そ
う
に
し
て
い
た
（
。
だ
か
ら
、
）
ぼ
く
は
、
こ
れ
ま

■
解
説

○
③
の
文
に
は
、
二
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
「
五
年
生

が
不
安
そ
う
に
し
て
い
た
こ
と
」
、
も
う
一
つ
は
、
「
ぼ
く
が
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
…
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
こ
と
」
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
内
容
を
分
け
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○
一
つ
の
文
の
中
に
あ
る
内
容
を
二
つ
に
分
け
て
と
ら
え
、
接
続
語
の
「
だ

か
ら
」
に
続
く
よ
う
に
一
文
で
書
い
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

文
や
文
章
の
構
成
に
注
意
し
て
書
く

(1)

文
や
文
章
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
学
年
の
段
階
に
応
じ
た
指
導
が
大
切
で

あ
る
。
接
続
語
は
、
文
章
の
論
理
的
な
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
主
語
・
述
語
、
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
を
的
確
に
表

す
だ
け
で
な
く
、
順
接
や
逆
接
等
の
接
続
語
を
適
切
に
使
う
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

第
五
・
六
学
年
で
は
、
文
の
構
造
と
し
て
、
単
文
、
重
文
、
複
文
な
ど
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
一
つ
の
内
容
を
一
つ
の
文
に
簡
潔
に
書
い
た
り
、
必
要
に
応
じ

て
二
つ
以
上
の
内
容
を
一
つ
の
文
に
ま
と
め
て
書
い
た
り
す
る
指
導
が
大
切

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
二
つ
以
上
の
内
容
が
含
ま
れ
た
一
文
を

内
容
ご
と
に
一
文
ず
つ
に
分
け
て
書
い
た
り
、
箇
条
書
き
に
し
た
り
す
る
な

ど
言
語
を
操
作
す
る
指
導
も
大
切
で
あ
る
。

伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る

(2)

児
童
が
文
章
を
書
く
と
き
、
「
…
で
」
な
ど
の
接
続
助
詞
を
多
用
す
る
た

め
に
、
一
文
が
長
く
な
り
、
意
味
内
容
が
伝
わ
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
接
続
語
や
文
末
の
表
現
を
工
夫
し
な

が
ら
簡
潔
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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９

毛
筆
で
書
く

１

出
題
の
趣
旨

文
字
の
大
き
さ
や
配
列
に
注
意
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み

る
。文

字
の
大
き
さ
や
配
列
に
注
意
し
て
下
書
き
を
見
直
し
、
書
き
直
す
部
分
と

そ
の
理
由
と
を
指
摘
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
毛
筆
で
書
い
た
下
書
き
を
観
点
に
即
し
て
見
直
し
、
清
書
す
る

場
面
を
設
定
し
た
。
観
点
と
し
て
は
、
ア
「
文
字
の
大
き
さ
」
、
イ
「
文
字
と

文
字
の
間
」
、
ウ
「
文
字
と
行
の
中
心
」
の
三
つ
を
取
り
上
げ
た
。
ア
・
イ
に

記
述
し
た
内
容
を
基
に
し
て
、
ウ
の
観
点
か
ら
書
き
直
す
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
語
科
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
や
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

目
的
や
場
面
に
応
じ
、
文
字
の
大
き
さ
や
配
列
に
注
意
し
て
書
く
こ
と
は
必
要

な
能
力
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

言
語
事
項
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

書
写
に
関
す
る
事
項

(2)
（
ア
）
文
字
の
形
、
大
き
さ
、
配
列
な
ど
を
理
解
し
て
、
読
み
や
す
く

書
く
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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２

問
題
に
つ
い
て

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答
例

○
「
守
」
の
文
字
の
中
心
が
行
の
中
心
と
合
っ
て
い
な
い

■
解
説

○
書
き
直
す
文
字
と
し
て
「
守
」
を
指
摘
し
、
文
字
と
行
の
中
心
が
合
っ

て
い
な
い
こ
と
に
触
れ
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○
条
件
を
満
た
さ
な
い
で
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

文
字
の
大
き
さ
や
配
列
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

(1)

書
写
の
学
習
に
お
い
て
は
、
姿
勢
や
筆
記
具
の
持
ち
方
、
筆
使
い
、
筆
順
、

字
形
、
配
列
等
を
学
年
の
段
階
に
応
じ
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

第
三
・
四
学
年
で
は
、
文
字
→
語
句
→
文
→
文
章
と
活
用
の
幅
を
広
げ
な
が

ら
、
文
字
の
大
き
さ
や
配
列
に
気
を
つ
け
て
書
く
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

第
五
・
六
学
年
で
は
、
文
字
の
形
、
大
き
さ
、
配
列
を
理
解
し
て
書
く
こ
と

な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
漢
字
と
平
仮
名
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
、
書
き
出
し

の
位
置
、
始
筆
の
位
置
、
行
の
中
心
と
文
字
の
中
心
、
字
間
や
行
間
な
ど
に

つ
い
て
理
解
し
、
大
き
さ
や
配
列
に
注
意
し
て
書
く
指
導
が
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
学
習
の
中
で
書
写
学
習
の
内
容
を
生
か
す

(2)

学
校
生
活
の
中
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
案
内
状
、

礼
状
な
ど
を
特
定
あ
る
い
は
不
特
定
の
人
に
配
布
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
、
書
写
で
学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
、
文
字

を
正
し
く
整
え
て
書
く
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
国
語
科
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、

各
教
科
等
の
学
習
や
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
読
み
手
の
へ
の
伝
達
効
果
を

考
え
て
書
く
な
ど
の
文
字
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
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調 査 問 題 の 解 説

Ｂ 主として｢活用｣に関する問題
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１

調
査
報
告
文
を
書
く<

小
学
生
の
体
力>
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１

出
題
の
趣
旨

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
必
要
な
事
柄
を
整
理
し
、
事
象
や
意
見
な
ど
を
関

係
付
け
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
資
料
を
収
集
し
、
そ
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を
選
択

し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
関
係
付
け
て
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
問
題

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
小
学
生
の
体
力
低
下
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
、
自
分
た
ち
の
小

学
校
の
実
態
に
つ
い
て
調
べ
て
報
告
文
を
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。
報
告
文
を

書
く
た
め
に
必
要
な
材
料
を
メ
モ
に
書
い
た
り
、
グ
ラ
フ
を
用
い
て
自
分
の
考

え
を
効
果
的
に
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
語
科
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
や
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

様
々
な
文
章
や
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
収
集
し
た
り
、

報
告
文
の
種
類
や
特
徴
に
応
じ
て
自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
り
す
る
能
力
が
必

要
に
な
る
。

平
成
二
十
年
度
調
査
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
３
「
情
報
を
読
み
取
っ
て
書
く
」

で
は
、
「
図
書
館
だ
よ
り
」
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
と
そ
れ
を
基
に
し

て
考
え
た
こ
と
を
書
く
問
題
を
設
定
し
た
。
今
回
の
設
問
二
で
は
、
自
分
が
調

べ
て
分
か
っ
た
結
果
と
調
べ
た
理
由
と
を
関
係
付
け
て
書
く
問
題
に
し
た
。

２

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一趣

旨

(1)
調
べ
る
内
容
を
見
通
し
て
、
必
要
な
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
を
み
る
。

報
告
文
を
書
く
目
的
に
基
づ
い
て
調
査
す
る
内
容
を
項
目
立
て
て
整
理
し
、

メ
モ
に
書
く
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
報
告
文
の
「
二

調
べ
た
内
容
と
結
果
」
の
「
◆

平
成
二
十

一
年
の
第
一
小
学
校
六
年
生
の
平
均
タ
イ
ム
」
に
書
い
て
い
る
文
章
の
も
と
に

な
っ
た
メ
モ
の
内
容
に
つ
い
て
、
箇
条
書
き
の
一
つ
め
の
項
目
を
書
く
場
面
を

設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

全
体
を
見
通
し
て
、
書
く
必
要
の
あ
る
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

書
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
体
育
の
時
間
に
学
年
全
員
の
五
十
メ
ー
ト
ル
走
の
タ
イ
ム
を
計
る

■
解
説

○
報
告
文
の
「
二

調
べ
た
内
容
と
結
果
」
の
「
◆

平
成
二
十
一
年
の

第
一
小
学
校
六
年
生
の
平
均
タ
イ
ム
」
に
書
い
て
い
る
文
章
の
中
の
「
一

つ
め
と
し
て
」
、
「
ま
ず
」
、
「
次
に
」
な
ど
の
語
句
に
着
目
し
、
調
べ
る

内
容
の
一
つ
め
の
項
目
を
箇
条
書
き
で
書
く
必
要
が
あ
る
。
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誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
報
告
文
と
し
て
の
構
成
を
と
ら
え
ら
れ
ず
、
調
べ
る
内
容
と
し
て
必
要

な
事
柄
に
触
れ
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

設
問
二趣

旨

(1)
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
事
象
や
意
見
な
ど
を
関
係
付
け
な
が
ら
書
く
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

報
告
文
を
書
く
目
的
に
応
じ
て
、
調
べ
て
分
か
っ
た
結
果
と
調
べ
た
理
由
と

を
関
係
付
け
て
書
く
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
全
国
の
小
学
校
六
年
生
の
五
十
メ
ー
ト
ル
走
の
平
均
タ
イ
ム
の

変
化
と
第
一
小
学
校
の
六
年
生
の
平
均
タ
イ
ム
の
変
化
と
を
関
係
付
け
、
字
数

な
ど
の
条
件
に
即
し
て
書
く
よ
う
に
設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
書
く
こ
と
。

エ

事
象
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
を
区
別
す
る
と
と
も
に
、
目
的
や
意
図
に

応
じ
て
簡
単
に
書
い
た
り
詳
し
く
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

言
語
活
動
例
（
第
五
・
六
学
年

Ｂ
書
く
こ
と
）

自
分
の
課
題
に
つ
い
て
調
べ
て
ま
と
ま
っ
た
文
章
に
表
す
こ
と

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

書
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
第
一
小
学
校
の
六
年
生
の
平
均
タ
イ
ム
は
、
男
子
も
女
子
も
昭
和
六
十

二
年
よ
り
も
平
成
二
十
一
年
の
方
が
お
そ
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
も
記
事
と
同
じ
よ
う
に
、
平
均
タ
イ
ム
が

お
そ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
（
九
十
七
字
）

■
解
説

○
①
第
一
小
学
校
の
六
年
生
の
現
在
の
平
均
タ
イ
ム
と
二
十
年
前
の
平
均

タ
イ
ム
と
の
変
化
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
、
②
第
一
小
学
校
の
六

年
生
の
調
査
で
も
記
事
に
書
か
れ
て
い
た
全
国
の
六
年
生
の
調
査
と
似

た
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
、
③
八

十
字
以
上
百
字
以
内
で
書
い
て
い
る
こ
と
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。
報
告
文
の
「
ま
と
め
」
と
し
て
、
調
べ
た

理
由
に
合
わ
せ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
書
く
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
条
件
の
う
ち
一
部
し
か
満
た
し
て
い
な
い
も
の
、
い
ず
れ
も
満
た
さ
な

い
で
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
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３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

全
体
を
見
通
し
て
書
く
事
柄
を
整
理
す
る

(1)

第
五
・
六
学
年
で
は
、
全
体
を
見
通
し
て
書
く
必
要
の
あ
る
事
柄
を
整
理

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
目
的
や
意
図
を
踏
ま
え
て
、

事
柄
を
収
集
、
選
択
し
た
上
で
、
構
成
し
た
り
記
述
し
た
り
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
記
述
の
段
階
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
書
く
事
柄

を
再
度
収
集
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

事
実
と
意
見
と
を
区
別
し
て
書
く

(2)

報
告
文
を
書
く
た
め
に
は
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
調
べ
、
事
実
に
基
づ

い
て
分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
の
意
見
の
根
拠
と
な
っ
た
事
実
と
、
自
分
の
意
見
そ
の
も
の
と
を
区
別

し
て
書
く
指
導
が
大
切
で
あ
る
。

文
章
と
資
料
と
を
関
係
付
け
て
書
く

(3)

調
査
を
し
て
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
文
章
だ
け
で
な
く
、
調

べ
た
こ
と
を
図
解
し
た
り
、
表
や
グ
ラ
フ
を
用
い
た
り
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
。
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を
明
確
に
表
現
す

る
た
め
に
、
文
章
と
資
料
と
を
関
係
付
け
る
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
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２

表
を
も
と
に
話
し
合
う<

家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん>
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１

出
題
の
趣
旨

互
い
の
立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る
。

話
し
手
の
立
場
や
意
図
に
配
慮
し
な
が
ら
、
自
分
の
立
場
や
意
図
を
明
確
に

し
て
話
し
合
う
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
資
料
か

ら
分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
て
話
し
合
う
場

面
を
設
定
し
た
。
進
行
に
沿
っ
て
発
言
し
た
「
川
口
」
、
「
松
山
」
、
「
村
田
」
の

三
人
の
立
場
や
意
図
を
適
切
に
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
自
分
の
意
見
を
も
ち
、

根
拠
を
示
し
な
が
ら
話
し
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

互
い
の
立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
、
共
通
点
や
相
違
点
を
考
え
な
が
ら
、
計

画
的
に
話
し
合
う
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

２

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一趣

旨

(1)
話
し
手
の
立
場
や
意
図
を
と
ら
え
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

出
さ
れ
た
意
見
を
整
理
し
て
、
ど
の
立
場
や
意
図
で
あ
る
か
を
選
択
す
る
問

題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
進
行
に
沿
っ
て
発
言
し
た
「
川
口
」
、
「
松
山
」
、
「
村
田
」
の
三

人
の
意
見
を
、
Ａ
「
最
近
の
小
学
校
六
年
生
は
、
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん

に
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
」
、
Ｂ
「
最
近
の
小
学
校
六
年
生
は
、
家
の
中
の
そ

う
じ
や
整
と
ん
に
あ
ま
り
取
り
組
ん
で
い
な
い
」
の
二
つ
に
整
理
す
る
よ
う
に

設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

話
し
手
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
話
の
内
容
を
聞
く
こ
と
。

言
語
活
動
例
（
第
五
・
六
学
年

Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
）

目
的
意
識
を
も
っ
て
友
達
の
考
え
を
聞
く
こ
と

■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

川
口

Ｂ

松
山

Ａ

村
田

Ｂ

■
解
説

○
川
口
は
、
「
『
い
つ
も
し
て
い
る
』
人
が
少
な
い
」
、
「
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
な
ど
の
表
現
か
ら
Ｂ
の
意
見
と
な

る
。

○
松
山
は
、
「
六
十
七
％
も
」
、
「
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
方
だ
と
思
い
ま

す
。
」
な
ど
の
表
現
か
ら
Ａ
の
意
見
と
な
る
。

○
村
田
は
、
「
三
十
七
％
に
も
」
、
「
も
っ
と
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。
」
な
ど
の
表
現
か
ら
Ｂ
の
意
見
と
な
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
話
合
い
で
は
、
意
見
と
根
拠
と
を
関
係
付
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
。
三
人
の
う
ち
一
人
で
も
誤
っ
て
と
ら
え
て
い
る
も
の
は
誤
答

と
す
る
。
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設
問
二趣

旨

(1)自
分
の
立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を

み
る
。話

合
い
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
自
分
の
立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
て
発
表
す
る

問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
意
見
の
立
場
が
分
か
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
「
最
近
の
小

学
校
六
年
生
は
、
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん
に
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
」
と

い
う
Ａ
の
意
見
の
立
場
で
、
平
成
十
七
年
の
割
合
を
取
り
上
げ
て
発
表
す
る
内

容
を
書
く
問
題
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ

自
分
の
立
場
や
意
図
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
計
画
的
に
話
し
合

う
こ
と
。

言
語
活
動
例
（
第
五
・
六
学
年

Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
）

調
べ
た
事
や
ま
と
め
た
事
を
話
し
合
う
こ
と

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
平
成
十
七
年
の
「
と
き
ど
き
し
て
い
る
」
は
四
十
八
％
も
い
て
、
約
半

分
で
す
。
「
い
つ
も
し
て
い
る
」
の
十
四
％
も
合
わ
せ
る
と
、
六
十
二

％
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
（
八

十
字
）

■
解
説

○
①
最
近
の
小
学
校
六
年
生
は
、
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん
に
よ
く
取

り
組
ん
で
い
る
と
考
え
る
立
場
で
書
い
て
い
る
こ
と
、
②
平
成
十
七
年

の
割
合
（
％
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
、
③
六
十
字
以
上
八
十
字
以

内
で
書
い
て
い
る
こ
と
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
を
正
答

と
す
る
。
意
見
の
立
場
を
明
確
に
し
、
数
値
（
％
）
を
根
拠
と
し
て
発

表
す
る
内
容
を
記
述
す
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
条
件
の
う
ち
一
部
し
か
満
た
し
て
い
な
い
も
の
、
い
ず
れ
も
満
た
さ
な

い
で
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
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３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
て
話
し
合
う

(1)

話
合
い
で
は
、
互
い
の
立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
そ
の
場
の
展

開
に
沿
っ
て
、
自
分
の
考
え
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
話
し
手
の
立
場
や
意
図
を
と
ら
え
て
聞
き
、
比
較
、
対
照
し
た

り
、
関
連
の
あ
る
こ
と
を
ま
と
め
た
り
分
類
し
た
り
し
て
、
自
分
の
考
え
を

明
確
に
し
て
い
く
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

資
料
や
数
値
を
根
拠
に
し
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る

(2)

話
合
い
で
は
、
自
分
の
考
え
の
根
拠
を
端
的
に
示
す
こ
と
で
聞
き
手
の
理

解
を
促
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
意
図
に
応
じ
て
、
資
料

や
そ
こ
に
含
ま
れ
る
具
体
的
な
数
値
な
ど
の
事
実
を
根
拠
と
し
た
自
分
の
考

え
を
述
べ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

調
べ
た
こ
と
や
ま
と
め
た
こ
と
に
つ
い
て
討
論
な
ど
を
す
る

(3)

調
べ
た
こ
と
や
ま
と
め
た
こ
と
を
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
互
い
の
考
え

を
出
し
合
っ
て
討
論
す
る
言
語
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
調

べ
た
こ
と
や
ま
と
め
た
こ
と
に
つ
い
て
討
論
す
る
た
め
に
は
、
本
や
文
章
を

調
べ
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

自
分
な
り
に
幅
広
く
考
え
、
資
料
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
二
十
年
告
示
）
で
は
、
座
談

会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
公
開
討
論
の
形
式
な
ど
を
利
用
し
、

討
論
の
仕
方
を
理
解
し
た
り
、
討
論
を
実
際
に
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

４

出
典
等

○
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
「
青
少
年
の
自
然
体
験
活
動
等
に
関
す
る
実
態
調
査
」
（
平

成
十
六
年
度
調
査
・
平
成
十
七
年
度
調
査
）
に
よ
る
。
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３

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
た
め
に
読
む<

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル>
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１

出
題
の
趣
旨

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
し
、
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、
説
明
的
な
文
章
の
一
部

を
読
ん
で
、
筆
者
の
表
現
の
工
夫
や
考
え
を
と
ら
え
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
と
い
う
目
的
を
も

ち
、
一
冊
の
本
の
「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
と
を
合
わ
せ
て
読
ん
で
、

ノ
ー
ト
に
整
理
し
な
が
ら
内
容
を
確
か
め
る
場
面
を
設
定
し
た
。
表
現
の
工
夫

を
と
ら
え
た
り
、
筆
者
の
考
え
を
自
分
の
言
葉
で
書
き
換
え
た
り
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
た
め
に
は
、
本
や
文
章
を
選
ん
で

読
み
、
内
容
や
表
現
の
工
夫
、
筆
者
の
考
え
を
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
情
報
を
収
集
し
活
用
す
る
上
で
も
大
切
で
あ
る
。

２

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一趣

旨

(1)
筆
者
の
表
現
の
工
夫
に
着
目
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

文
章
の
内
容
を
確
か
め
る
た
め
に
、
筆
者
の
表
現
の
工
夫
に
着
目
し
て
読
む

問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
説
明
的
な
文
章
の
冒
頭
部
分
に
お
い
て
、
筆
者
が
話
題
や
問
題

を
提
示
す
る
と
き
の
表
現
の
工
夫
に
着
目
し
、
そ
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の

を
選
択
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

オ

必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

選
択
肢
３

読
者
の
体
験
を
思
い
出
さ
せ
て
、
マ
ナ
ー
を
身
近
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
さ
せ
て
い
る
。

■
解
説

○
身
近
な
体
験
を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
と
い
う
こ
の
文
章
の

テ
ー
マ
が
読
者
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
て
い

る
こ
と
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
選
択
肢
１
→
本
文
で
は
、
筆
者
が
失
敗
し
た
体
験
は
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○
選
択
肢
２
→
本
文
で
は
、
筆
者
の
体
験
と
読
者
の
体
験
は
比
べ
ら
れ
て

い
な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○
選
択
肢
４
→
本
文
で
は
、
読
者
の
マ
ナ
ー
の
ま
ち
が
い
は
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。
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設
問
二

・
(1)

(2)

趣
旨

(1)
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
を
み
る
。

自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、
中
心
と
な
る
語
句
や
文

に
着
目
し
て
筆
者
の
考
え
を
と
ら
え
る
問
題
で
あ
る
。

設
問
二

は
、
「
は
じ
め
に
」
の
中
に
あ
る
「
知
識
五
〇
点
、
行
動
五
〇
点
」

(1)

の
意
味
を
文
脈
か
ら
と
ら
え
、
自
分
な
り
の
言
葉
に
書
き
換
え
る
よ
う
に
設
定

し
た
。
ま
た
、
設
問
二

で
は
、
「
お
わ
り
に
」
の
中
に
あ
る
「
ワ
ン
ラ
ン
ク

(2)

上
の
む
ず
か
し
い
点
」
に
つ
い
て
、
「
は
じ
め
に
」
の
内
容
と
「
お
わ
り
に
」

の
内
容
と
を
関
係
付
け
な
が
ら
書
き
換
え
る
よ
う
に
設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

目
的
や
意
図
な
ど
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
な
が

ら
要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
。

エ

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
事
象
と
感
想
、
意
見
の
関
係
を
押
さ

え
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

読
む
能
力

設
問
二
(1)

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
知
識
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
行
動
す
る

■
解
説

○
知
識
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
や
、
実
際
に
行
動
す
る
こ
と
に
触
れ
て
書

い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
条
件
を
満
た
さ
な
い
で
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
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設
問
二
(2)

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
（
さ
ら
に
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の
む
ず
か
し
い
点
は
、
）
人
と
人
と
の

関
係
を
支
え
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
自
分
の
気
持
ち
だ
け
を
考
え
て
行

動
し
て
い
て
は
、
相
手
と
ず
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
（
七
十

六
字
）

■
解
説

○
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
は
自
分
の
気
持
ち
や
行
動
だ
け
を
考
え
て
い
て
は
、

相
手
と
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
に
触
れ
て
、
書
き
出
し
の
言
葉
を
含

め
て
六
十
字
以
上
八
十
字
以
内
で
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
の
中
に
書
い
て
あ
る
筆
者
の
考
え
を

関
係
付
け
て
と
ら
え
、
書
き
出
し
に
続
け
て
文
脈
を
整
え
て
書
く
必
要

が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
条
件
を
満
た
さ
な
い
で
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

表
現
の
工
夫
に
着
目
し
て
読
む

(1)

本
や
説
明
的
な
文
章
を
正
確
に
読
み
取
る
た
め
に
は
、
書
か
れ
て
い
る
話

題
や
そ
れ
に
対
す
る
筆
者
の
意
見
、
そ
の
意
見
の
根
拠
な
ど
を
と
ら
え
る
だ

け
で
な
く
、
文
章
の
構
成
の
仕
方
や
巧
み
な
叙
述
な
ど
に
も
着
目
し
て
読
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
文
や
文
章
の
構
成
、
語
句
の

使
い
方
、
文
末
表
現
な
ど
を
吟
味
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

目
的
に
応
じ
て
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る

(2)

本
や
文
章
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど

を
ま
と
め
て
発
表
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
第
五
・
六
学
年
で
は
、
自

分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、
本
や
文
章
を
選
ん
で
読
む

と
と
も
に
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

効
果
的
な
読
み
方
に
は
、
速
読
や
比
べ
読
み
の
ほ
か
、
全
体
を
概
観
し
な

が
ら
拾
い
読
み
す
る
摘
読
、
同
じ
課
題
で
多
く
の
本
を
重
ね
た
り
並
行
さ
せ

た
り
し
て
読
む
多
読
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
読
み
方
の
中
か
ら
、

目
的
に
応
じ
て
、
効
果
的
な
読
み
方
を
選
択
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

４

出
典
等

○
辰
巳
渚

監
修
『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う
！

マ
ナ
ー
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

基
本

』
（
二
〇
〇
七
年
三
月
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
に
よ
る
。
（
一
部
改
変
）

60
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４

図
を
使
っ
て
説
明
す
る<

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
作
戦>

１

出
題
の
趣
旨

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な
が
ら
、
図
を
使
っ
て

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

自
分
の
目
的
や
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な
が
ら
、
図

を
使
っ
て
説
明
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
学
習
に
お
い
て
、
作
戦
図
を
使
っ
て
攻

め
方
を
整
理
し
た
り
説
明
し
た
り
す
る
場
面
を
設
定
し
た
。
ボ
ー
ル
を
め
ぐ
っ

て
、
誰
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
整
理
し
、
相
手
が
理
解
し
や
す
い
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
を
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

出
来
事
の
順
序
や
事
柄
の
相
互
の
関
係
を
整
理
し
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
に
は
、
図
な
ど
の
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
国
語
科
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
や
日
常
生
活
に
お
い
て

も
活
用
で
き
る
。

２

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一趣

旨

(1)
目
的
や
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
必
要
な
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
を
み
る
。

説
明
す
る
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
整
理
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
作
戦
図
に
お
け
る
ボ
ー
ル
の
移
動
が
ど
の
よ
う
な
順
序
で
行
わ
れ

る
か
を
整
理
す
る
場
面
を
設
定
し
た
。
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■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

考
え
た
事
や
自
分
の
意
図
が
分
か
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し

な
が
ら
、
目
的
や
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉
遣
い
で
話
す
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

【
Ａ
】

白
石

【
Ｂ
】

川
島

■
解
説

○
西
村
を
起
点
と
し
、
白
石
を
中
継
し
た
後
に
、
川
島
の
シ
ュ
ー
ト
へ
つ

な
い
で
い
く
三
人
の
動
き
や
ボ
ー
ル
の
流
れ
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
名
前
や
順
序
を
間
違
え
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

設
問
二

ア
・
イ

趣
旨

(1)目
的
や
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な
が
ら
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

全
体
を
見
通
し
て
必
要
な
事
柄
を
明
確
に
し
、
事
柄
の
相
互
の
関
係
を
整
理
し

な
が
ら
、
「
だ
れ
が
」
、
「
ど
う
す
る
」
と
い
う
観
点
で
説
明
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
作
戦
の
中
で
チ
ー
ム
の
一
人
一
人
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
を
接
続
語
を
押
さ
え
て
説
明
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

考
え
た
事
や
自
分
の
意
図
が
分
か
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
な

が
ら
、
目
的
や
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉
遣
い
で
話
す
こ
と
。

言
語
活
動
例
（
第
五
・
六
学
年

Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
）

自
分
の
考
え
を
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と

言
語
事
項
（
第
一
・
二
学
年
）

エ

文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

（１）
（
ア
）
文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
と
の
関
係
に
注
意
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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設
問
二

ア

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
白
石
さ
ん
が
、
コ
ー
ト
の
左
側
を
走
っ
て
い
る
西
村
さ
ん
に
パ
ス
を
返

し
ま
す

○
西
村
さ
ん
が
、
コ
ー
ト
の
左
側
を
走
り
な
が
ら
、
白
石
さ
ん
か
ら
パ
ス

を
も
ら
い
ま
す

■
解
説

○
白
石
が
西
村
に
パ
ス
を
す
る
こ
と
（
西
村
が
白
石
か
ら
パ
ス
を
も
ら
う

こ
と
）
に
触
れ
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
白
石
と
西
村
の
間
に
お
け
る
パ
ス
の
流
れ
を
と
ら
え
て
い
な
い
も
の
は

誤
答
と
す
る
。

設
問
二

イ

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○
西
村
さ
ん
が
、
ゴ
ー
ル
前
に
走
っ
て
き
た
川
島
さ
ん
に
パ
ス
を
し
ま
す

○
川
島
さ
ん
が
、
ゴ
ー
ル
前
に
走
っ
て
い
き
、
西
村
さ
ん
か
ら
パ
ス
を
も

ら
い
ま
す

■
解
説

○
西
村
が
川
島
に
パ
ス
を
す
る
こ
と
（
川
島
が
西
村
か
ら
パ
ス
を
も
ら
う

こ
と
）
に
触
れ
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○
西
村
と
川
島
の
間
に
お
け
る
パ
ス
の
流
れ
を
と
ら
え
て
い
な
い
も
の
は

誤
答
と
す
る
。
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３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

資
料
を
提
示
し
な
が
ら
説
明
す
る

(1)

説
明
や
報
告
を
す
る
と
き
に
は
、
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
。
そ
の
際
、
図
表
を
は
じ
め
、
映
像
や
実
物
な
ど
の
資
料
を
適
切
に
用
い

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
話
す
内
容
と
資
料
と
の
整
合
、
適
切
な
時
間
や
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
資
料
の
提
示
に
注
意
し
な
が
ら
話
す
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
て
話
す

(2)

意
図
を
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
て
説
明
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
第
一
・
二
学
年
で
は
、
行
動
の
順
序
、
時
間
の
順
序

な
ど
を
考
え
な
が
ら
話
す
こ
と
、
第
三
・
四
学
年
で
は
、
話
の
中
心
を
は
っ

き
り
決
め
て
話
す
こ
と
、
話
の
要
点
が
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
な
ど

が
基
盤
と
な
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
第
五
・
六
学
年
で
は
、
事
実
と
感

想
、
意
見
と
の
組
立
て
、
結
論
や
山
場
の
位
置
付
け
な
ど
を
効
果
的
に
工
夫

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
対
象
を
説
明
す
る

(3)

事
物
や
事
柄
と
い
っ
た
静
的
な
も
の
の
説
明
や
、
手
順
や
方
法
と
い
っ
た

動
的
な
も
の
を
説
明
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
説
明
的
な
文
や
文
章
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
言
語
活
動
を
多
様

に
経
験
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
説
明

し
た
こ
と
が
、
相
手
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
た
り
助
言
を
も
ら
っ

た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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51



52



小学校第 6 学年

国語 Ａ

注

意

１

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
︑
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
︒

２

調
査
問
題
に
は
︑
国
語
と
算
数
の
問
題
が
あ
り
ま
す
︒
国
語

の
問
題
は
１
ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
︒
算
数
の

10

問
題
は
反
対
側
の
表
紙
か
ら
始
ま
り
︑
１
ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー

11

ジ
ま
で
あ
り
ま
す
︒

３

解
答
用
紙
に
は
︑
国
語
の
解
答
ら
ん
の
面
と
算
数
の
解
答
ら

ん
の
面
が
あ
り
ま
す
︒
解
答
は
︑
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
き
ま

し
ょ
う
︒

４

解
答
は
︑
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
の
黒
え
ん
筆
︵
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ

ル
も
可
︶
を
使
い
︑
こ
く
︑
は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
ょ
う
︒
ま

た
︑
消
す
と
き
は
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
ま
し
ょ
う
︒

５

解
答
時
間
は
︑
次
の
と
お
り
で
す
︒

・
国
語
Ａ

分
間

20

・
算
数
Ａ

分
間

20

※
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
に
な
っ
た
ら
︑
合
図
が
あ
り
ま
す
︒

※
国
語
の
問
題
を
解
き
終
わ
っ
て
も
︑
算
数
の
問
題
に
進

ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
︒

※
解
答
が
早
く
終
わ
っ
た
ら
︑
よ
く
見
直
し
ま
し
ょ
う
︒

６

つ
く
え
の
上
の
﹁
個
人
番
号
票
︻
解
答
用
紙
記
入
用
︼
﹂
を
よ

く
見
て
︑
解
答
用
紙
に
︑
学
校
名
︑
組
︑
出
席
番
号
︑
男
女
︑

個
人
番
号
を
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
︒

10
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１

一

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
文
の

部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

駅
は

混
雑

し
て
い
る
。

⑵

春
か
ら
夏
へ
季
節
が

移

る
。

⑶

め
ず
ら
し
い
植
物
を

採
集

す
る
。

小国A− 1
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二

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
文
の

部
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

び
ょ
う
い
ん

に
行
く
。

⑵

人
の
意
見
に

さ
ん
せ
い

す
る
。

⑶

重
い
石
を

は
こ

ぶ
。

小国A− 2
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２

次
の
１
と
２
の
言
葉
を
、
例
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
字
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
３
の
ロ
ー
マ
字

の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

(例)〔 い ぬ 〕 ⇨

１〔 くすり 〕 ⇨

２〔たべもの〕 ⇨

〔 〕⇨３

※解答は，解答用紙に書きましょう。

小国A− 3
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３

小
林
さ
ん
は
、
転
校
し
て
い
っ
た
友
だ
ち
に
は
が
き
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
は
が
き
の
表
に
名
前
や

住
所
を
書
き
ま
す
。
次
の

ア

･

イ

･

ウ

･

エ

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
、
下
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

自
分
の
名
前

２

相
手
の
名
前

３

自
分
の
住
所

４

相
手
の
住
所

小国A− 4
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４

南
田
さ
ん
は
、
水
に
と
か
し
た
食
塩
の
重
さ
に
つ
い
て
実
験
を
し
、
報
告
文
を
書
き
ま
し
た
。
報
告
文
の

ア

・

イ

・

ウ

の
中
に
小
見
出
し
を
書
き
ま
す
。
小
見
出
し
と
し
て
も
っ
と
も

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
下
の
１
か
ら
３
ま
で
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

【実験報告文の一部】

⑴ 調べたこと

水にとかした食塩の重さはどうなるかを調べた。

⑵ ア

① 水 100 g をはかりとる。

② 食塩 20 g をはかりとる。

③ 食塩 20 g を 水 100 g に

入れてとかし，できた食塩

水の重さをはかる。

⑶ イ

食塩は，水にとけると重さがなくなると思うので，

食塩水全体の重さは，100 g になるのではないか。

⑷ ウ

食塩を水にとかす前の全体の重さと，食塩を水に

とかした後の食塩水全体の重さは，どちらも 120 g

だった。

⑸ 考えたこと

食塩は，水にとけてもその重さはなくならないと

考えた。

とかす前の重さ

水 100 g

食塩 20 g

全体の重さ 120 g

とかした後の重さ

食塩水全体の重さ

120 g

ア １ 目的 ２ 注意 ３ 方法

イ １ 準備 ２ 予想 ３ 条件

ウ １ 評価 ２ 結果 ３ 想像

小国A− 5
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５

次
は
、
お
菓か

子し

を
つ
く
っ
て
い
る
美み

奈な

を
主
人
公
に
し
て
書
か
れ
た
物
語
の
一
部
で
す
。
文
章
の
表
現
の

く
ふ
う
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら

一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

美
奈
は
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
が
焼
き
あ
が
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
オ
ー
ブ
ン
か
ら
で
て

き
た
も
の
は
ま
っ
黒
な
炭
だ
っ
た
か
ら
だ
。

美
奈
は
、
こ
の
ご
ろ
日
曜
日
に
は
お
菓
子
づ
く
り
に
専せ

ん

念ね
ん

し
て
い
る
。
先
週
は
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
た
。

で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
、
み
ょ
う
に
歯
に
く
っ
つ
く
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
し
た
ガ
ム
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
ま
え
の
週
は
、
ド
ー
ナ
ツ
を
あ
げ
た
。
お
い
し
そ
う
な
き
つ
ね
色
に
あ
が
っ
た
の
に
、
中
は
空く

う

洞ど
う

だ
っ
た
。
そ
の
ま
え
は
、
プ
リ
ン
を
つ
く
っ
た
。
ボ
ソ
ボ
ソ
と
し
た
ス
ポ
ン
ジ
み
た
い
だ
っ
た
。

そ
れ
も
こ
れ
も
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
友
だ
ち
同
士
で
手
作
り
の
お
菓
子
を
も
ち
よ
っ
て
、
パ
ー

テ
ィ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
ま
っ
た
く
だ
れ
が
い
い
だ
し
た
ん
だ
ろ
う
。
わ
た
し
で
は
な

か
っ
た
。
美
奈
は
、
た
め
息
を
つ
い
た
。

︵
柏

か
し
わ

葉ば

幸さ
ち

子こ

﹃
大
お
ば
さ
ん
の
不
思
議
な
レ
シ
ピ
﹄
に
よ
る
。
)

【
表
現
の
く
ふ
う
︼

１

美
奈
と
友
だ
ち
と
の
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
考
え
方
を
書
い
て
い
る
。

２

美
奈
が
体
験
し
た
こ
と
を
、
ほ
か
の
登
場
人
物
に
対
し
て
語
り
か
け
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

３

美
奈
が
取
り
組
ん
だ
お
菓
子
づ
く
り
の
こ
と
を
、
つ
く
っ
た
順
序
の
と
お
り
に
書
い
て
い
る
。

４

美
奈
が
お
菓
子
を
つ
く
る
た
び
に
失
敗
し
て
し
ま
う
様
子
を
、
た
と
え
を
使
っ
て
書
い
て
い
る
。

小国A− 6
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６

戸
山
さ
ん
は
、
植
物
が
仲
間
を
増
や
す
た
め
の
種
子
の
移
動
に
つ
い
て
図ず

鑑か
ん

で
調
べ
、
メ
モ
に
取
り
ま
し
た
。

︻
メ
モ
︼
の

ア

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を

【
図
鑑
の
一
部
︼
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
書
き
ま

し
ょ
う
。

【図鑑の一部】

タンポポの種子は，綿毛のかさを広げて風を待つ。

このかさがかすかな風もとらえて種子を遠くへはこんで

いく。着地すると種子をおおう細かなトゲが船の錨の
いかり※

ようにはたらいて，種子を地面につなぎ止めるのだ。

果
くだ

物
もの

が熟
う

れて甘
あま

くなるのも，植物の“領土拡
かく

大
だい

作戦”

のひとつである。トリやサルなどの動物に食べさせて

移動するやり方だ。消化されない種子がフンと一
いっ

緒
しょ

に

出されて，やがてその場で芽を出す。

（ガリレオ工
こう

房
ぼう

『びっくりふしぎ 写真で科学④ 植物の素
す

顔
がお

』による。）

※「錨」…船をとめておくために，水中にしずめておく鉄のおもり。

【メモ】

〈種子の移動によって仲間を増やす方法〉

○ 一つめの方法

綿毛のかさがとらえる風によって種子を遠くへはこ

んでいく方法

○ 二つめの方法

うれてあまくなった果物を

方法ア

小国A− 7
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７

次
は
、
谷
川
さ
ん
の
学
級
で
、
地ち

域い
き

の
人
た
ち
と
の
交
流
会
で
行
う
劇げ
き

の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
様
子

の
一
部
で
す
。

部
は
、
司
会
者
の
進
め
方
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
良
い
か

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
︼

～
︵
劇
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
︶
～

谷
川

は
い
。
ぼ
く
た
ち
の
町
に
伝
わ
る
昔
話
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
町
に
伝
わ
る
昔
話
な
ら
、

地
域
の
み
な
さ
ん
も
ぼ
く
た
ち
も
楽
し
め
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

～
︵
同
じ
よ
う
な
意
見
が
続
く
︶
～

花
田

わ
た
し
は
、
登
場
人
物
の
多
い
話
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
登
場
し
て
、
地
域
の

み
な
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

～
︵
同
じ
よ
う
な
意
見
が
続
く
︶
～

司
会

今
、
出
さ
れ
て
い
る
案
は
、﹁
町
に
伝
わ
る
昔
話
﹂
と
﹁
登
場
人
物
の
多
い
話
﹂
で
す
。
そ
の

ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
︵
し
ば
ら
く
時
間
を
お
く
︶
な
け
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
案
の
ど
ち

ら
に
も
合
う
題
材
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
︑
話
し
合
い
を
進
め
て
も
い
い
で
す
か
︒

全
員

い
い
で
す
。

～
︵
話
し
合
い
が
続
く
︶
～

小国A− 8
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８

六
年
生
の
高
島
さ
ん
は
、
五
年
生
の
と
き
か
ら
入
っ
て
い
る
放
送
委
員
会
の
こ
と
を
文
章
に
書
き
ま
し
た
。

読
み
直
し
た
後
、
③
の
文
に
つ
い
て
、﹁
だ
か
ら
﹂
を
使
っ
て
二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

﹁
だ
か
ら
﹂
を
使
っ
て
二
つ
の
文
に
分
け
た
と
き
の
前
の
文
の
終
わ
り
の
七
文
字
と
後
の
文
の
始
め
の
七
文
字

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
文
章
の
一
部
︼

①
放
送
委
員
会
の
役
員
を
決
め
る
話
し
合
い
を
し
た
。
②
ぼ
く
は
、
委
員
長
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
③
新
し
く
委
員
に
な
っ
た
五
年
生
は
、
放
送
機
器
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
不
安
そ
う
に
し
て
い

た
の
で
、
ぼ
く
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。

※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。。

だ
か
ら
、

小国A− 9
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９

次
は
、
本
間
さ
ん
が
毛
筆
で
書
い
た
下
書
き
で
す
。
こ
れ
を
、﹁
ア

文
字
の
大
き
さ
﹂
、﹁
イ

文
字
と
文
字

の
間
﹂
、
﹁
ウ

文
字
と
行
の
中
心
﹂
の
三
つ
の
点
か
ら
見
直
し
て
清
書
を
し
ま
す
。
ウ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
書
き
直
し
ま
す
か
。
あ
と
の

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
ア
と
イ
の
書
き
方
と
同
じ

よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
下
書
き
︼

※

は
、
行
の
中
心
を
表
し
て
い
ま
す
。

ア

文
字
の
大
き
さ

﹁
を
﹂
、
﹁
ろ
﹂
、
﹁
う
﹂
が
漢
字
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
漢
字
よ
り
少
し
小
さ
く
す
る
。

イ

文
字
と
文
字
の
間

﹁
時
﹂
と
﹁
間
﹂
と
の
間
が
あ
き
す
ぎ
て
い
る
か
ら
、
ほ
か
の
文
字
と
文
字
と
の
間
と
同
じ
よ
う
に
す
る
。

ウ

文
字
と
行
の
中
心

か
ら
、
行
の
中
心
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国A−10
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小学校第 6 学年

国語 Ｂ

注

意

１

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
︑
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
︒

２

調
査
問
題
は
︑
１
ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
︒

14

３

解
答
用
紙
は
︑
両
面
に
解
答
ら
ん
が
あ
り
ま
す
︒
解
答
は
︑

す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
︒

４

解
答
は
︑
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
の
黒
え
ん
筆
︵
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ

ル
も
可
︶
を
使
い
︑
こ
く
︑
は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
ょ
う
︒
ま

た
︑
消
す
と
き
は
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
ま
し
ょ
う
︒

５

解
答
時
間
は
︑

分
間
で
す
︒
解
答
が
早
く
終
わ
っ
た
ら
︑

40

よ
く
見
直
し
ま
し
ょ
う
︒

６

つ
く
え
の
上
の
﹁
個
人
番
号
票
︻
解
答
用
紙
記
入
用
︼
﹂
を
よ

く
見
て
︑
解
答
用
紙
に
︑
学
校
名
︑
組
︑
出
席
番
号
︑
男
女
︑

個
人
番
号
を
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
︒

20
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１

六
年
生
の
山
中
さ
ん
は
、﹁
小
学
生
の
体
力
は
二
十
年
前
よ
り
も
低
下
し
た
﹂
と
い
う
記
事
を
読
ん
で
、
興
味

を
も
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
た
ち
の
小
学
校
に
お
け
る
五
十
メ
ー
ト
ル
走
の
平
均
タ
イ
ム
の
変
化
に
つ
い

て
調
べ
、
次
の
報
告
文
を
書
き
ま
し
た
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

小国B− 1

五
十
メ
ー
ト
ル
走
の
平
均
タ
イ
ム
の
変
化

第
一
小
学
校

六
年

山
中

洋
平

一

調
べ
た
理
由

｢
小
学
生
の
体
力
は
二
十

年
前
よ
り
も
低
下
し
た
﹂
と

い
う
記
事
を
見
つ
け
た
。

そ
こ
に
は
、
全
国
の
小
学
校

六
年
生
の
五
十
メ
ー
ト
ル

走
の
平
均
タ
イ
ム
が
下
の

︻
表
︼
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ

て

い

た
。
平

成

十

九

年

の
タ
イ
ム
が
、
二
十
年
前
の

昭
和
六
十
二
年
よ
り
も
お

そ
く
な
っ
て
い
た
。

ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
も
同
じ
だ
ろ
う
か
と
い

う
ぎ
も
ん
が
わ
い
て
き
た
。
そ
こ
で
、
第
一
小
学

校
の
平
均
タ
イ
ム
の
変
化
に
つ
い
て
調
べ
、
記
事

と
比
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

二

調
べ
た
内
容
と
結
果

第
一
小
学
校
に
お
け
る
六
年
生
の
五
十
メ
ー

ト
ル
走
の
平
均
タ
イ
ム
の
変
化
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
一
年
︵
現
在
︶
と
、
昭
和
六
十
二
年
︵
記
事

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
約
二
十
年
前
︶
を
取
り

上
げ
て
調
べ
た
。

９秒19８秒91８秒91８秒60

平成19年昭和62年平成19年昭和62年

女子男子

【表】50メートル走の平均タイムの変化

(全国の小学校６年生）

(
右
下
に
続
く

➡
)

(
左
上
に
続
く➡

)

66



小国B− 2

◆
平
成
二
十
一
年
の
第
一
小
学
校
六
年
生
の
平
均

タ
イ
ム

一
つ
め
と
し
て
、
ぼ
く
た
ち
六
年
生
の
平
均
タ

イ
ム
を
調
べ
た
。

ま
ず
、
体
育
の
時
間
に
学
年
全
員
の
五
十
メ
ー

ト
ル
走
の
タ
イ
ム
を
計
っ
た
。
走
っ
た
人
数
は
、

男
女
と
も
に
三
十
五
人
ず
つ
だ
っ
た
。

次
に
、
平
均
タ
イ
ム
を
先
生
に
出
し
て
も
ら
っ

た
。
平
均
タ
イ
ム
は
、
男
子
は
九
秒
〇
、
女
子
は

九
秒
三
だ
っ
た
。

◆
昭
和
六
十
二
年
の
第
一
小
学
校
六
年
生
の
平
均

タ
イ
ム

二
つ
め
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
の
ぼ
く
た
ち

の
小
学
校
の
六
年
生
の
平
均
タ
イ
ム
を
調
べ
た
。

学
校
図
書
館
で
さ
が
し
た
が
、
デ
ー
タ
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
先
生
に
相
談
す
る
と
、

先
生
が
デ
ー
タ
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
平

均
タ
イ
ム
は
、
男
子
は
八
秒
五
、
女
子
は
八
秒
八

だ
っ
た
。

三

ま
と
め

平
成
二
十
一

年
と
昭
和
六
十

二
年
の
第
一
小

学
校
の
平
均
タ

イ

ム

を
、
下

の

︻
グ
ラ
フ
︼
の
よ

う
に
ま
と
め
た
。

調
査
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
速
く
走
れ
る
よ

う
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
体
力
や
運
動
の
仕
方
な
ど
に
関

心
を
も
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
調
べ
た

り
、
積
極
的
に
運
動
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
い
。

(
右
下
に
続
く

➡
)

【グラフ】50メートル走の平均タイムの

変化(第一小学校６年生）

Ａ
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一

次
は
、
山
中
さ
ん
が
調
べ
る
内
容
を
書
い
た
メ
モ
の
一
部
で
す
。
報
告
文
の
﹁
二

調
べ
た
内
容
と
結
果
﹂

を
読
ん
で
、

ア

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
メ
モ
の
一
部
︼

◆
平
成
二
十
一
年
の
平
均
タ
イ
ム

①

ア

◇

日
時

平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
日

三
時
間
目

◇

場
所

運
動
場

◇

人
数

男
子
三
十
五
人

女
子
三
十
五
人

◇

準
備

記
録
用
紙
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
、
コ
ー
ン

・
・
・

②

平
均
タ
イ
ム
を
先
生
に
出
し
て
も
ら
う

…

◆
昭
和
六
十
二
年
の
平
均
タ
イ
ム

…

小国B− 3
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80字100字

二

山
中
さ
ん
は
、
報
告
文
の

Ａ

の
中
に
、
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら

ど
の
よ
う
な
内
容
を
書
き
ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
条
件
︼

○

第
一
小
学
校
の
六
年
生
の
平
均
タ
イ
ム
の
変
化
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と

○

報
告
文
の
﹁
一

調
べ
た
理
由
﹂
に
書
か
れ
た
内
容
と
結
び
付
け
て
書
く
こ
と

○

八
十
字
以
上
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と

(
メ
モ
︶

※
左
の
原げ

ん

稿こ
う

用
紙
は
下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国B− 4
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２

川
口
さ
ん
の
学
級
で
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
家
庭
で
の
過
ご
し
方
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
次
は
、
川
口
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
集
め
た
資
料
を
も
と
に
し
た
話
し
合
い
の
様
子
の

一
部
で
す
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

︻
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
︼

司
会

こ
こ
か
ら
は
、
川
口
さ
ん
た
ち
が
集
め
た
︻
資
料
︼
を
も
と
に

し
て
、
﹁
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん
﹂
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

す
。
︻
資
料
︼
を
見
て
分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
し

て
く
だ
さ
い
。

川
口

平
成
十
六
年
を
見
る
と
、
﹁
い
つ
も
し
て
い
る
﹂
人
が
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん
は
む
ず
か
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
山

確
か
に
、
平
成
十
六
年
の
﹁
い
つ
も
し
て
い
る
﹂
は
十
五
％
し

か
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
﹁
と
き
ど
き
し
て
い
る
﹂
を
合
わ
せ
る
と
、

六
十
七
％
も
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
う
だ

と
思
い
ま
す
。

小国B− 5

48％14％平成17年

0％9％24％52％15％平成16年

無回答

など

まったく

していない

あまり

していない

ときどき

している

いつも

している

1％8％29％

【資料】家の中のそうじや整とんをする小学校６年生

の割
わり

合
あい

(国立オリンピック記念青少年総合センター

「青少年の自然体験活動等に関する実態調査」による。)
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司
会

今
、
二
人
は
、
平
成
十
六
年
の
割わ
り

合あ
い

か
ら
考
え
た
意
見
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

平
成
十
七
年
の
割
合
か
ら
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

村
田

わ
た
し
は
、
平
成
十
七
年
の
﹁
あ
ま
り
し
て
い
な
い
﹂
と
﹁
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
﹂

に
注
目
し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
る
と
、
三
十
七
％
に
も
な
り
ま
す
。
し
か
も
、

平
成
十
六
年
よ
り
も
増
え
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま

す
。

あ
な
た
の
発
表

ア

～
︵
話
し
合
い
が
続
く
︶
～

小国B− 6
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一

話
し
合
い
で
出
さ
れ
た
意
見
を
次
の

の
中
に
あ
る
二
つ
に
分
け
ま
す
。
﹁
川
口
・
松
山
・

村
田
﹂
の
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
の
ど
ち
ら
の
意
見
に
な
り
ま
す
か
。

の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
か
Ｂ

の
ど
ち
ら
か
ふ
さ
わ
し
い
ほ
う
を
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

Ａ

最
近
の
小
学
校
六
年
生
は
、
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん
に

よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
意
見

Ｂ

最
近
の
小
学
校
六
年
生
は
、
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん
に

あ
ま
り
取
り
組
ん
で
い
な
い
と
い
う
意
見

※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

川
口

松
山

村
田

小国B− 7
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60字80字

二

あ
な
た
は
、

ア

の
と
こ
ろ
で
、
前
の
ペ
ー
ジ
の

に
あ
る
Ａ
の
意
見
の
立
場
か
ら

発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
な
内
容
を
発
表
し
ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て

書
き
ま
し
ょ
う
。

【
条
件
︼

○

平
成
十
七
年
の
割
合
︵
％
︶
を
取
り
上
げ
る
こ
と

○

六
十
字
以
上
八
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
︑
発
表
す
る
よ
う
に
書
く
こ
と

(
メ
モ
︶

※
左
の
原げ

ん

稿こ
う

用
紙
は
下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国B− 8
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３

上
野
さ
ん
の
学
級
で
は
、
マ
ナ
ー
に
関
す
る
本
を
読
ん
で
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

上
野
さ
ん
は
一い
っ

冊さ
つ

の
本
を
読
ん
だ
後
、
本
の
﹁
は
じ
め
に
﹂
と
﹁
お
わ
り
に
﹂
と
を
合
わ
せ
て
読
ん
で
、
内
容

を
確
か
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

※
段だ
ん

落ら
く

の
は
じ
め
に
あ
る
数
字
は
、
そ
の
段
落
の
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

１

み
な
さ
ん
は
、
家
で
も
学
校
で
も
﹁
食
べ
る
と
き
に
は
、
い
た
だ
き
ま
す
と
言
い
な
さ
い
﹂﹁
電
車
で

は
お
年
寄
り
に
席
を
譲ゆ
ず

り
な
さ
い
﹂
な
ど
と
、
教
わ
り
ま
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
、
学
校
の
ク
ラ
ス
で

﹁
こ
う
い
う
と
き
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
﹂
と
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
考
え
る
授
業
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
と
き
、
正
し
い
マ
ナ
ー
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
か
。

２

正
し
い
マ
ナ
ー
な
ん
て
、
簡か

ん

単た
ん

で
す
ね
。
誰だ
れ

で
も
わ
か
る
こ
と
ば
か
り
。
み
な
さ
ん
も
、
き
っ
と
、

心
の
な
か
で
﹁
そ
ん
な
こ
と
、
あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
ん
﹂
と
お
か
し
く
思
い
な
が
ら
答
え
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

３

で
も
、
よ
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
た
り
ま
え
の
マ
ナ
ー
を
、
あ
な
た
は
、
家
や
学
校
で
ほ
ん

と
う
に
や
っ
て
い
ま
す
か
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
友
だ
ち
に
﹁
ご
め
ん
ね
﹂
と
言
え
な
か
っ
た
り
、

宿
題
を
や
ろ
う
や
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

４

マ
ナ
ー
は
、
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
行
動
し
て
、
言
葉
に
だ
し
て
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
﹁
マ
ナ
ー
Ｏ
Ｋ
﹂
な
の
で
す
。
﹁
知
識
一
〇
〇
点
、
行
動
〇
点
﹂

よ
り
も
、
﹁
知
識
五
〇
点
、
行
動
五
〇
点
﹂
の
人
の
ほ
う
が
、
ず
っ
と
立り

っ

派ぱ

で
す
。

小国B− 9
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お
わ
り
に

１

最
初
に
、
マ
ナ
ー
は
実じ
っ

践せ
ん

す
る
の
が
た
い
せ
つ
だ
、
と
書
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
知
っ
て
い
る
だ
け

で
は
足
り
な
く
て
行
動
す
る
の
が
だ
い
じ
な
ん
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
に
は
、
も
う
ワ※
１ン
ラ
ン
ク
上
の
む
ず
か
し
い
点
が
あ
る
わ
け
で
す
。

２

な
ぜ
、
む
ず
か
し
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
は
、
自
分
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く

て
、
人
と
人
と
の
関
係
を
支
え
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
大
人
の
用
語
で
言
え
ば
、
﹁
社
会
的
な
人
間

関
係
の
※
２

潤
じ
ゅ
ん

滑か
つ

油ゆ

﹂
だ
か
ら
、
と
言
え
ま
す
。

３

マ
ナ
ー
は
自
分
中
心
で
は
な
く
て
、
相
手
中
心
に
考
え
る
気
持
ち
か
ら
は
じ
ま
る
こ
と
な
の
で
す
。

だ
か
ら
自
分
の
気
持
ち
や
行
動
だ
け
を
考
え
て
い
て
は
、
相
手
と
ず
れ
る
こ
と
も
出
て
く
る
の
で
し
ょ

う
。
相
手
の
こ
と
を
思
い
、
相
手
の
様
子
に
気
づ
く
こ
と
か
ら
、
人
と
人
と
が
仲
よ
く
す
ご
す
た
め
に

役
に
立
つ
、
す
て
き
な
行
動
が
は
じ
ま
る
の
で
す
。

﹃
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う
 

マ
ナ
ー
･
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
基
本

﹄
に
よ
る
。
︶

60

※
１
﹁
ワ
ン
ラ
ン
ク
﹂
⋮
⋮
一
つ
の
段だ

ん

階か
い

や
順
位
。

※
２
﹁
潤
滑
油
﹂
⋮
⋮
⋮
⋮
物
事
を
う
ま
く
運
ぶ
た
め
の
な
か
だ
ち
と
な
る
も
の
の
た
と
え
。

一

上
野
さ
ん
は
、
﹁
は
じ
め
に
﹂
の
第
１
段
落
の
表
現
が
く
ふ
う
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

そ
の
く
ふ
う
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら

一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

筆
者
が
失
敗
し
た
体
験
を
も
と
に
し
て
、
マ
ナ
ー
の
む
ず
か
し
さ
を
考
え
さ
せ
て
い
る
。

２

筆
者
の
体
験
と
読
者
の
体
験
の
ち
が
い
を
比
べ
て
、
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
を
示
し
て
い
る
。

３

読
者
の
体
験
を
思
い
出
さ
せ
て
、
マ
ナ
ー
を
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
さ
せ
て
い
る
。

４

読
者
が
体
験
し
た
マ
ナ
ー
の
ま
ち
が
い
を
示
し
て
、
具
体
的
な
行
動
の
方
法
を
教
え
て
い
る
。

小国B−10

 

辰
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修
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二

上
野
さ
ん
は
、﹁
は
じ
め
に
﹂
と
﹁
お
わ
り
に
﹂
の
中
に
書
い
て
あ
る
筆
者
の
考
え
を
次
の
よ
う
に
ノ
ー
ト

に
ま
と
め
ま
し
た
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

【
上
野
さ
ん
の
ノ
ー
ト
の
一
部
︼

①

｢
は
じ
め
に
﹂
の
中
に
書
い
て
あ
る
筆
者
の
考
え

﹁
知
識
一
〇
〇
点
、
行
動
〇
点
﹂
よ
り
も
、
﹁ア
知
識
五
〇
点
、
行
動
五
〇
点
﹂
の
人
の
ほ
う
が
、

ず
っ
と
立
派
で
す
。

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
知
識
は
十
分
で
あ
る
の
に
、
全
く
行
動
し
な
い
人
よ
り
も
、

Ａ

人
の
ほ
う
が
立
派
で
あ
る
。

②

｢
お
わ
り
に
﹂
の
中
に
書
い
て
あ
る
筆
者
の
考
え

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
に
は
、イ
も
う
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
む
ず
か
し
い
点
が
あ
る
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の
む
ず
か
し
い
点
は
、

Ｂ

小国B−11
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60字

さ

ら

に

、

マ

ナ

ー

や

ル

ー

ル

の

む

ず

か

し

い

点

は

、

80字

⑴

上
野
さ
ん
は
、
ア

部
を
自
分
の
言
葉
で
書
き
か
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ａ

の
中
に
入

る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
筆
者
の
考
え
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑵

上
野
さ
ん
は
、
イ

部
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
書
き
か
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｂ

の

中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
筆
者
の
考
え
に
合
わ
せ
、
書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
六
十
字
以
上
八
十

字
以
内
に
ま
と
め
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶

※
左
の
原げ

ん

稿こ
う

用
紙
は
下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国B−12
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４

西
村
さ
ん
の
学
級
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
学
習
で
、
三
人
対
三
人
で
の
せ
め
方
や
守
り
方
の
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
次
は
、
西
村
さ
ん
の
チ
ー
ム
の
せ
め
方
に
つ
い
て
ま
と
め
た
作
戦
図
で
す
。
人
や
ボ
ー
ル
の

動
き
を
考
え
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

チームでパスをつないでせめよう

※矢印は，人やボールの動きと方向を表しています。

走る

パス（ボールを投げて味方にわたすこと）

ドリブル（ボールをついて進むこと）

【西村さんのチームの作戦図】

◆西村さんのチームは，西村・白石・川島の三人です。

小国B−13
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一

西

村

さ

ん

の

チ

ー

ム

で

は
、
ボ

ー

ル

を

わ

た

す

順

番

を

次

の

よ

う

に

整

理

し

ま

し

た
。
次

の

︻
Ａ
︼

・

︻
Ｂ
︼

に
あ
て
は
ま
る
人
の
名
前
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
ボ
ー
ル
を
わ
た
す
順
番
︼

西
村

︻
Ａ
︼

西
村

︻
Ｂ
︼

シ
ュ
ー
ト

二

西
村
さ
ん
の
チ
ー
ム
で
は
、
チ
ー
ム
の
せ
め
方
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

ア

・

イ

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
﹁
だ
れ
が
﹂
、
﹁
ど
う
す
る
﹂
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に

書
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
コ
ー
ト
の
左
側
に
い
る
西
村
さ
ん
が
、
中
央
に
い
る
︻
Ａ
︼
さ
ん
に
パ
ス
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、

西
村
さ
ん
は
、
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
走
り
ま
す
。

次
に
、

ア

。

そ
し
て
、
西
村
さ
ん
は
、
ド
リ
ブ
ル
を
し
て
ゴ
ー
ル
に
向
か
い
ま
す
。
コ
ー
ト
の
右
側
に
い
る
︻
Ｂ
︼

さ
ん
も
、
西
村
さ
ん
の
動
き
に
合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
走
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

イ

。

最
後
に
、
︻
Ｂ
︼
さ
ん
は
、
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
シ
ュ
ー
ト
を
し
ま
す
。

小国B−14
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平成21年度 全国学力・学習状況調査

平成21年4月 文部科学省
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解 答 用 紙
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正 答（例）
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正
答
（
例
）
【
小
学
校
国
語
】

Ａ

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

Ｂ

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

１

一

こ
ん
ざ
つ

１

一

（
例
）
体
育
の
時
間
に
学
年
全
員
の
五
十
メ
ー
ト
ル
走
の
タ
イ
ム
を
計

(1)

う
つ
（
る
）

る

(2)

さ
い
し
ゅ
う

(3)

二

病
院

二

（
例
）
第
一
小
学
校
の
六
年
生
の
平
均
タ
イ
ム
は
、
男
子
も
女
子
も
昭

(1)

賛
成

和
六
十
二
年
よ
り
も
平
成
二
十
一
年
の
方
が
お
そ
く
な
っ
て
い

(2)

運
（
ぶ
）

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
も
記
事
と
同
じ
よ

(3)

う
に
、
平
均
タ
イ
ム
が
お
そ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

２

１

ｋ
ｕ
ｓ
ｕ
ｒ
ｉ

（
九
十
七
字
）

２

ｔ
ａ
ｂ
ｅ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ

３

は
っ
ぱ

２

一

川
口

Ｂ

松
山

Ａ

３

ア

４

村
田

Ｂ

イ

２

ウ

３

二

（
例
）
平
成
十
七
年
の
「
と
き
ど
き
し
て
い
る
」
は
四
十
八
％
も
い

エ

１

て
、
約
半
分
で
す
。
「
い
つ
も
し
て
い
る
」
の
十
四
％
も
合
わ

せ
る
と
、
六
十
二
％
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
よ
く
取
り
組
ん

４

ア

３

で
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
八
十
字
）

イ

２

ウ

２

３

一

３

５

４

二

（
例
）
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
知
識
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は

(1)

行
動
す
る

６

（
例
）
ト
リ
や
サ
ル
な
ど
の
動
物
に
食
べ
さ
せ
て
移
動
す
る

（
例
）
（
さ
ら
に
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の
む
ず
か
し
い
点
は
、
）
人

(2)

７

（
例
１
）
出
さ
れ
た
二
つ
の
意
見
を
合
わ
せ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
こ
う

と
人
と
の
関
係
を
支
え
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
自
分
の
気
持

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

ち
だ
け
を
考
え
て
行
動
し
て
い
て
は
、
相
手
と
ず
れ
て
し
ま

（
例
２
）
次
に
話
し
合
う
内
容
を
全
員
に
確
か
め
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い

う
と
い
う
点
で
あ
る
。

（
七
十
六
字
）

こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

４

一

【
Ａ
】

白
石

８

（
例
）
そ
う
に
し
て
い
た
（
。
だ
か
ら
、
）
ぼ
く
は
、
こ
れ
ま

【
Ｂ
】

川
島

９

（
例
）
「
守
」
の
文
字
の
中
心
が
行
の
中
心
と
合
っ
て
い
な
い

二

ア
（
例
）
白
石
さ
ん
が
、
コ
ー
ト
の
左
側
を
走
っ
て
い
る
西
村
さ
ん
に

パ
ス
を
返
し
ま
す

イ
（
例
）
西
村
さ
ん
が
、
ゴ
ー
ル
前
に
走
っ
て
き
た
川
島
さ
ん
に
パ
ス

を
し
ま
す
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点字問題(抜粋)
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【
小
学
校
国
語
】
Ａ

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

88



89



90



91



92



93



94



ここから先のページは，

裏表紙の方からお読みください。

95



ここから先のページは，

表紙の方からお読みください。
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(62) 解
かい

答
とう

を文
ぶん

章
しょう

で書
か

く問
もん

題
だい

がありました。それらの問
もん

題
だい

について，

どのように解
かい

答
とう

しましたか。

１ すべての書
か

く問
もん

題
だい

で最
さい

後
ご

まで解
かい

答
とう

を書
か

こうと努
ど

力
りょく

した

２ 書
か

く問
もん

題
だい

で解
かい

答
とう

しなかったり，解
かい

答
とう

を書
か

くことを途
と

中
ちゅう

で

あきらめたりしたものがあった

３ 書
か

く問
もん

題
だい

は全
まった

く解
かい

答
とう

しなかった

児童質問紙−22
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あなたは，今
こん

回
かい

の国
こく

語
ご

の問
もん

題
だい

について，どのように思
おも

いましたか。

次
つぎ

の(61)，(62)のそれぞれについて，当
あ

てはまるものを１つずつ選
えら

ん

でください。

(61) この問
もん

題
だい

にあるような，長
なが

い文
ぶん

章
しょう

を読
よ

むのは難
むずか

しい

１ 難
むずか

しいと思
おも

う

２ どちらかといえば，難
むずか

しいと思
おも

う

３ どちらかといえば，難
むずか

しいと思
おも

わない

４ 難
むずか

しいと思
おも

わない

児童質問紙−21
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当てはまる どちらかと

いえば，当

てはまる

どちらかと

いえば，当

てはまらな

い

当てはまら

ない

(57) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で目
もく

的
てき

に応
おう

じて資
し

料
りょう

を読
よ

み，自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを話
はな

したり，

書
か

いたりしている㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

(58) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で意
い

見
けん

などを発
はっ

表
ぴょう

するとき，うまく伝
つた

わるように話
はなし

の組
く

み立
た

てをくふうしている㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

(59) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを書
か

くとき，考
かんが

えの理
り

由
ゆう

が分
わ

かるよう

に気
き

をつけて書
か

いている㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

(60) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で文
ぶん

章
しょう

を読
よ

むとき，

段
だん

落
らく

や話
はなし

のまとまりごとに内
ない

容
よう

を

理
り

解
かい

しながら読
よ

んでいる㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

児童質問紙−20
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当てはまる どちらかと

いえば，当

てはまる

どちらかと

いえば，当

てはまらな

い

当てはまら

ない

12 あなたは，国
こく

語
ご

についてどのように思
おも

っていますか。当
あ

てはまる

ものを右
みぎ

の１から４の中
なか

から１つずつ選
えら

んでください。

(52) 国
こく

語
ご

の勉
べん

強
きょう

は好
す

きだ ㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

(53) 国
こく

語
ご

の勉
べん

強
きょう

は大
たい

切
せつ

だ ㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

(54) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

の内
ない

容
よう

はよく分
わ

か

る㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

(55) 読
どく

書
しょ

は好
す

きだ㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

(56) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で学
がく

習
しゅう

したことは，

将
しょう

来
らい

，社
しゃ

会
かい

に出
で

たときに役
やく

に立
た

つ㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿㍿ １ ２ ３ ４

児童質問紙−19
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３ 質問紙調査項目

（教科関連部分）
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解答類型［点字問題］【小学校国語】

Ａ 主として「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ 一 ・「こみあう」という意味が含まれているもの １◎
（1）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「かわる」という意味が含まれているもの １◎
（2）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「あつめる」という意味が含まれているもの １◎
（3）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・ウと解答しているもの １◎
（1）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・イと解答しているもの １◎
（2）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・エと解答しているもの １◎
（3）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

３ ・４，２，３，１の順に解答しているもの １◎

・４，１，２，３の順に解答しているもの ２

・４，３，２，１の順に解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

８ ・「いた」（。だから，）「ぼくは」などと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

９ ・「（番号や記号をつけて）改行する」などと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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解 答 類 型

点字問題部分

－17－
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

４ 一 ・Ａ「白石」，Ｂ「川島」と解答しているもの １◎

・Ａ「白石」と解答しているが，Ｂ「川島」と解答していないもの ２

・Ｂ「川島」と解答しているが，Ａ「白石」と解答していないもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「白石さんが，（コートの左側を走っている）西村さんにパスを返す」こと，または， １◎

ア ・「西村さんが，（コートの左側を走りながら，）白石さんからパスをもらう」こと

に触れているもの

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「西村さんが，（ゴール前に走ってきた）川島さんにパスをする」こと，または， １◎

イ ・「川島さんが，（ゴール前に走っていき，）西村さんからパスをもらう」こと

に触れているもの

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

３ 一 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３◎

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「マナーについての知識が不十分であっても，まずは行動する」などと解答している １◎

(1) もの

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 （正答の条件）

(2) 次の条件を満たして解答している。

①マナーやルールは，自分の気持ちや行動だけを考えていては，相手とずれてしまうこ

となどに触れている。

②書き出しの言葉を含めて，60字以上80字以内で書いている。

（正答例）

・（さらに，マナーやルールのむずかしい点は，）人と人との関係を支えているものだか

ら，自分の気持ちだけを考えて行動していては，相手とずれてしまうという点であ

る。（76字）

・条件①，②のいずれも満たしているもの １◎

・条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

２ 一 ・川口にＢ，松山にＡ，村田にＢを解答しているもの １◎

・川口にＢ，松山にＡ，村田にＢ以外を解答しているもの ２

・川口にＢ，松山にＡ以外，村田にＢを解答しているもの ３

・川口にＢ以外，松山にＡ，村田にＢを解答しているもの ４

・川口にＢ，松山にＡ以外，村田にＢ以外を解答しているもの ５

・川口にＢ以外，松山にＡ，村田にＢ以外を解答しているもの ６

・川口にＢ以外，松山にＡ以外，村田にＢを解答しているもの ７

・川口にＡ，松山にＢ，村田にＡを解答しているもの ８

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

①最近の小学校六年生は，家の中のそうじや整とんによく取り組んでいると考える立場

で書いている。

②平成十七年の割合（％）を取り上げている。

③60字以上80字以内で書いている。

（正答例）

・平成十七年の「ときどきしている」は四十八％もいて，約半分です。「いつもしてい

る」の十四％も合わせると，六十二％もあります。だから，よく取り組んでいると思

います。（80字）

・平成十七年を見ると，「まったくしていない」の八％と「無回答など」の一％以外の

九十一％の人が取り組んでいることになります。だから，よく取り組んでいると思い

ます。（79字）

・「いつもしている」と「ときどきしている」を合わせると，平成十六年は六十七％，

平成十七年は六十二％もいて，毎年六割以上もいるので，よく取り組んでいると思い

ます。（79字）

・条件①，②，③のいずれも満たしているもの １◎

・条件①，②はいずれも満たしているが，条件③は満たしていないもの ２

・条件①，③はいずれも満たしているが，条件②は満たしていないもの ３

・条件②，③はいずれも満たしているが，条件①は満たしていないもの ４

・条件①は満たしているが，条件②，③はいずれも満たしていないもの ５

・条件②は満たしているが，条件①，③はいずれも満たしていないもの ６

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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解答類型【小学校国語】

Ｂ 主として「活用」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ 一 ・「体育の時間に学年全員の五十メートル走のタイムを計る」などと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

①第一小学校の六年生の現在の平均タイムと二十年前の平均タイムとの変化について触

れている。

②第一小学校の六年生の調査でも記事に書かれていた全国の六年生の調査と似たような

傾向が見られたことについて触れている。

③80字以上100字以内で書いている。

（正答例）

・第一小学校の六年生の平均タイムは，男子も女子も昭和六十二年よりも平成二十一年

の方がおそくなっていた。このことから，ぼくたちの学校でも記事と同じように，平

均タイムがおそくなっていることが分かった。（97字）

・条件①，②，③のいずれも満たしているもの １◎

・条件①，②はいずれも満たしているが，条件③は満たしていないもの ２

・条件①，③はいずれも満たしているが，条件②は満たしていないもの ３

・条件②，③はいずれも満たしているが，条件①は満たしていないもの ４

・条件①は満たしているが，条件②，③はいずれも満たしていないもの ５

・条件②は満たしているが，条件①，③はいずれも満たしていないもの ６

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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解 答 類 型

Ｂ 主として｢活用｣に関する問題
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

９ （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

①書き直す文字として「守」を指摘している。

②文字と行の中心が合っていないことに触れている。

（正答例）

・「守」の文字の中心が行の中心と合っていない

・条件①，②のいずれも満たしているもの １◎

・条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの ２

・条件①は満たしていないが，条件②は満たしているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

４ ウ ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２◎

・３と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

５ ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

６ ・「（トリやサルなどの）動物に食べさせて移動する」などと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

７ （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

①出された意見を整理し，二つの案を生かそうとしていることに触れている。

②次に話し合う内容について確認した上で進行しようとしていることに触れている。

（正答例）

・出された二つの意見を合わせて話し合いを進めていこうとしているところが良い。

・次に話し合う内容を全員に確かめて話し合いを進めていこうとしているところが良い。

・条件①，②のいずれも満たすか，いずれかを満たしているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

８ ・「そうにしていた」（。だから，）「ぼくは，これま」などと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

２ １ ・「ｋｕｓｕｒｉ」と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

２ ・「ｔａｂｅｍｏｎｏ」と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

３ ・「はっぱ」と解答しているもの １◎

・「はぱ」と解答しているもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

３ ・アに４，イに２，ウに３，エに１と解答しているもの １◎

・アに３，イに１，ウに４，エに２と解答しているもの ２

・アに２，イに４，ウに１，エに３と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

４ ア ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

イ ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２◎

・３と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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解答類型 【小学校国語】

Ａ 主として「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ 一 ・「こんざつ」と解答しているもの １◎

（1）

・「こん」と解答しているが，「ざつ」と解答していないもの ２

・「こん」と解答していないが，「ざつ」と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「うつ（る）」と解答しているもの １◎

（2）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「さいしゅう」と解答しているもの １◎

（3）

・「さい」と解答しているが,「しゅう」と解答していないもの ２

・「さい」と解答していないが,「しゅう」と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「病院」と解答しているもの １◎

（1）

・「病」と解答しているが，「院」と解答していないもの ２

・「病」と解答していないが，「院」と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「賛成」と解答しているもの １◎

（2）

・「賛」と解答しているが，「成」と解答していないもの ２

・「賛」と解答していないが，「成」と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「運（ぶ）」と解答しているもの １◎

（3）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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２ 解 答 類 型

Ａ 主として｢知識｣に関する問題
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調査問題一覧表　【小学校国語】

Ｂ　主として「活用」に関する問題

話

す

こ

と

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

言

語

事

項

国
語
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知
識
・
理
解
・
技
能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
説明文の冒頭部分を読んで，書き方の工夫と
して適切な内容を選択する

筆者の表現の工夫に着目して読む ○ ○ ○

３

二
(2) ○ ○ ○ ○

一
作戦カードをもとに，ボールを渡す順番を整
理する

目的や意図が伝わるように必要な
情報を取り出す

○ ○ ○

４

二
イ ○ ○ ○ ○ ○ ○

作戦カードをもとに，チームの攻め方を説明
する

目的や意図が伝わるように話の組
立てを工夫しながら説明する

目的や意図に応じて，自分の考え
をまとめる

○

○

○

○

○

○○

報告文を読み，メモの中に調べた内容の１つ
めを書く

報告文のまとめとして，調べて分かったこと
を書く

筆者の考えを自分の言葉で書き換えたり要約
したりして書く

話し手の立場や意図をとらえて聞
く

自分の立場や意図を明確にして話
し合う

○

○

○

○

○

○

二
(1)

出
題
の
趣
旨

調べる内容を見通して，必要な事
柄を整理する

目的や意図に応じて，事象や意見
などを関係付けながら書く

２

一

二
「そうじや整とんによく取り組んでいる」と
する立場から自分の考えを発表する

○ ○

○一

二

１

話し合いの中で出された意見を二つの立場に
分ける

二
ア ○ ○

評価の観点学習指導要領の領域等 問題形式

問
題
の
概
要

問
題
番
号

○

○ ○ ○○

○
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調査問題一覧表　【小学校国語】　

Ａ　主として「知識」に関する問題

話

す

こ

と

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

言

語

事

項

国
語
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知
識
・
理
解
・
技
能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
(1)

漢字を読む（駅は混雑している） ○ ○ ○

一
(2)

漢字を読む（春から夏へ季節が移る） ○ ○ ○

二
(2)

漢字を書く（人の意見にさんせいする） ○ ○ ○

二
(3)

漢字を書く（重い石をはこぶ） ○ ○ ○

1 ローマ字で書く（くすり） ○ ○ ○

２

3 ローマ字を読む（happa）
ローマ字で表記されたものを正し
く読む

○ ○ ○

３

ア ○ ○ ○

４

ウ ○ ○ ○

５

６

７

８

９

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○ ○

文の意味のつながりを考えなが
ら，接続語を使って内容を分けて
書く

○

○

司会の進め方の良いところを説明する
司会の役割や働きをとらえて，話
合いを計画的に進める

○接続語を使って一文を二文に分けて書く

○

○

段落の内容を的確にとらえる

○ ○

○

二
(1)

漢字を書く（びょういんに行く）

学年別漢字配当表の当該学年の前
の学年までに配当されている漢字
を正しく書く

○ ○

漢字を読む（めずらしい植物を採集する）

学年別漢字配当表の当該学年の前
の学年までに配当されている漢字
を正しく読む

○ ○

○○

ひらがなで表記されたものをロー
マ字で書く

問
題
番
号

問
題
の
概
要

学習指導要領の領域等 問題形式

出
題
の
趣
旨

評価の観点

○

はがきの表書きに必要な事柄の順
序を考えて書く

はがきの表書きに必要な事柄を選択する

ローマ字で書く（たべもの） ○ ○

一
(3)

図鑑を読んで必要な内容をとらえる

１

○

○

2

イ

毛筆の下書きについて書き直す内容を書く
文字の大きさや配列に注意して書
く

○

実験報告文の小見出しとして適切なものを選
択する

文章の内容に合わせて，小見出し
を書く

文章の表現の工夫を説明したものとして適切
なものを選択する

文学的な文章の表現の工夫をとら
える

－2－



１ 調査問題一覧表

－1－



（SOY INK）

本書の一部または全部を無断で転載，複製することを禁じます。
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